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天阪丸（大阪商船）
〆

昭和24年12月15日竣工

中日本重工榊戸造船所建造一

長 123.00m

幅17.50m

’深11.00m

總噸数4,808T

字．速力 14.5kn
唖、

墓違機關(タービン）
3,6"S・IP.
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薄ヅァ苧I享:室態霞冒競藷~夢で靜蒋冨溌蒲安藝浦丸（三菱満逗）

昭和25年1月12日娩工一

西日本重工庚島造船所建造

長109.05m

頑冨15J04m

深、8.3 0 m

總噸錘3,760T

速力 14.7kn

機開(タービン)定格
2,400KP.
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高坂山丸（千代田汽船）

昭和24年12月末竣工

大阪遥船所建造

長 84.50m

幅 13.00m

深 6.51m

總噸数224rT
速力 13．6kn

機關(レシプロ）
1,4201.1P.
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船室 漠新造

キアーステン。メルスク説

(ヂン迂一クコベンハーケン･メルスク吐）

昭和”年1月17日進水

三井造船玉野造船所

長 109.50m

幅 15.85m

深9.45 m
頃

速力14. 5 k n

縄噸數3,500･T

機關(ヂーゼル）
4,5001.1p.
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取締役融畏甘泉豊
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横濱製油所（東洋一）第二常墜蒸溜塔

柏崎製油所注射場
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新潟製油所シユルツ式眞室蒸溜装置

（1）往復蓮動機關用油(内部用）
輸入品NS5190

N.S5230-

、反m國産品過熱シリンダー油
（2）蒸汽タービン機關用油

輸入品タービンオイルGr20ル薙娩‘中'闇
N S2190′′/MJjXm''

NS2190T Z擬;認1,,
国産品-140タービン油ル対イル．

/WS学〃ず〃
180タービン油〃

"S2"0"
（3）ヂーゼル機關用油，，勺ゴ

（内部用即ちシリンダー用)"s""7"

画産品B700D.E油 ﾀーﾋ胤紗′’
450D.E.油 春鵬財〃

輸入品，.E.Gr.50 ヲ荊雰塚〃
毛ﾝヂぞｵｲﾙ.S.A｡E.50鵬〃、

~(U.S､A.2104BA",5) 溺潮瀧剖'′
NS3100ﾙﾌﾂFイル・

"j,"菊〃
NS3120n".__._,"

◎ルS7"β，
NS1100!R,".-~~-|-'

。’伽§〃””
NS1120,/

◎NS9500-,,Ius〃6万〃N S9500，，
（外部用即ちベアリング用)′〃､S9"p"

〃

園産品250D.E.油…〃Saj""
輪入品エンヂンォィル 〃

"S_y/00ノ′

S.A.E.30．ツVLS'J"Z7"
(P.S.A2-104BA"5)

D.E・Gr.30 過熱うﾘﾝL油〃

NS3065ﾏﾘﾝｴﾝﾁぅ'油〃
NS1065 〃0ﾀー ピﾝ油〃
NS92 501T-);｜〃

（内外部蝿の油）
弾了恕協〃画産品350D.E.油

輸入品D.E.Gr40 “〃′'〃

､ NS9370 l'"り〃｜〃

下松製油所常座蒸溜装置

船舶用潤滑油の規格性状
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一般配 置圖
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造船所建造の輸出船（要目本文35頁参照）

一
・
一

』呂＝,■＝=■-曲.－－，■－－－．.=ﾛｰｰｰD◆■－圭 一曲凸■!●←由一一一｡一一､▲

：~.ー‘ー.．.･･一一ー
■

：
：－．‐‐少___---‘

Ｊ
一

”
ｐ

宮
ｑ
■
Ｕ
皿

鯉
幻
痙

叱
娠
〃
ｙ
》
↑
，

》
孵
炉
餅謝

１
０
■
『
９
日
■

◆一

■
寺

４
０
１
０
Ｆ
毎

－
一
一

一
一

宗

砦 一一一 ●
一
珂
陛

挙
翼
院
や
毒

－－4■■－

1．．－‘･ー‘--.-.･さ宅．･･･－－．主
▲一一一一÷か‐一

’蹄識;鯏斑鯛燕l壁土垂喫ソI詞．l･";;..;琶割ﾐfrr"K齋津藻隆群豐二J華農澄識

:m"%EcK
ノリ 〃〃

_L-_ELgご雪区
別鴎GASTIEDECK

念、
言

I

１
１

一一一

TE1_mV

‐ I

隷舵“～

、

、～､

一
一
唖
ノ

K

○）

』
‘ﾝ鰹戒燕

〃4

塗雲塞
ぎカタ”．“,ゐ

‐

剛麓易
”〃iら

”

/牌念臓 個
室

ｰ

可
,1

ジ…
万毎 pXざ” ロ

く
［
甲
己

'三

！
Ｉ
｜

ｑ
０
Ｇ
●
心
０
，
０
▲
Ｄ
Ｄ
Ｂ
ｈ

ｌ
Ｉ

Ｆ
４
Ｊ
ｒ
０
グ
〃
０

o)

勺
９
９
●
０
６
０
．
，
０
■
も
Ｂ
●
０

皿且。

、
L

塑昌 L三
皿調

画

Ⅲ

函
〃
マ
Ｅ

函
ｌ

滑
因

１
１
・
》
・
●
，

″
○

夕”

一

坐
＝

因

"g2〃"勺沸轌副p打

ご~画f
I麺 囚

WJ〃〃､刀灌踊,,虚誠
罐
鰯

1

1
仁

園
＝

知〃

へ
”
“
”
“

ノ－

矛蕊剥
～

雷氏
“

』

○＝

． 7‘4

1．i_"尺穿",J"rfCE
i 国国

園|図“"‘‘．｡'，産ご〃々ケクS〃ど言

一ニーグ
○

》
｜
唾
裡

'

＝ 一一
－

－11－ 閏

Q

I

ー



且
〆

〆

■ﾛ■■

､

〆

一

4

－

『ー

｜
I

ー

’ I声

１
１

』

I

一

、‐■■■■■■■■■■■■■■■■

斯界の權威

●

’切削工具全般

軸受鋼

、自韓車

作業用工具測範具
.；

球特殊鋼薄鋼板

自韓車用部品

I

不二越蔀職工業殊式会祗
本 祗

東京支店

富山石金20竃話富山3131-5.2454

衆京都港厘芝西久保城山町3

篭:舌芝(43)2765-7.0309.11/701179 I

－12－
〆

グ
●

－

住友電気工業様式会趾
本店大阪市此花匿恩貴島南之町60番地

東京支店東京都中央厘銀厩6の4(交絢社ピル）
ー

ノ

●

ダイス各種チップ等
ﾄ

芋」
凸

● ‐

東芝第二會祗 財

ヮﾝガﾛｲ王業蕊
報
↑

東京刺I田鍛冶町1の2砥刺I田1272-6

唾業所 エ場

I

来京大阪名古屋顧岡川崎大阪′

回ｼガロイ



～
、

一
旬

〆

、

ﾐtう
～~

！

I

、

大 阪丸容積圃一
守

小

、

P1－「
1－－．

／、||〆 。
『

一

一
《

Ｂ

除ｌ
ｍ
ｌ
ユ＆●

Ⅲ
〃術。 一

》

｡．'雲豐 毎J

”ざ鯉、

壁L－－「’
、！一_一．、一一一一一

｜岬身ﾉv'僅。 ’_型-竺－－斗凸
妙』姫49

大阪丸客窓配囲囲

一毎項田室

、廷

一等‘食垂
岳

～

一尊噴過宣
皿哩

--13- 一等喫茶室

、

■ ー



一可

0

〆

ー 大 阪 丸の室内装備

〆

■
①
ｈ
■
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

弓

一
や

ク

一 等食堂 一等・客室

朕

■

－

1
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カーゴオイルボンブ
形式デユプレ ツ ク ス ポ ン プ

容量：500甑/毎時
油排出唾力●7畦/毎平方糎

蒸氣座力(常用）：10旺/毎平方糎
蒸気温度飽和
蒸氣シリンダー-直經‐600粍
ポンプシリンダー直径470〃
行程600〃
石程數（毎分)．28回
重量．約17.700噸
完成昭和24年11月末
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ー 船の科學一

世 界の銅船建造状況
･No.3

は世界各國ともまだまだ建避意欲が

極めて旺盛なることを示し從って海

運界は健全な恢復途上を識堕してい

るものと観察される。

工事の進渉状況についてみると今

期中英本國及北アイルランドにおい

ては401;850GTを蔵工し,336,985.

GTを進水し,339,862GTを竣工し

た。その他の國々においては，殻計

518,547GTを新に蒲工し485,128G

Tを進水し,431,115GTを竣工し

た。その中日本だけについてみると

28,245GTを新逗着工し,32,690GT

･を進水し,38,490GTを竣工した。

即ち今期中の世界全縫の蒲工，進水

竣工の3.8％,4る0％,4.3％に富る。

趣豊中船舶の汽船，發鋤幾船の別

についてみると，英本國及北アイル

ランドにおいては汽船860,406GT,
◆

發酬幾船12284,811GTでその他の國

冷についてば洗絡の合計緯’’024,
553GT,發動汽船の合計は1,487,
969GTである。その中日本だけにつ
いては汽船.式49,,850GT,發動綾船

は87,910GTである。全世界過謎隻

数;こ對する汽船發鋤幾譜の隻数の比
は31.8ｼ‘及鎚.2％で，英本國及北ア

イルランドの建造隻識こ對するその

比は42.6％，57.4％，その他の國に．
ついては25.5％，74．5，6であり,‐日

本だけについてみると汽船は43.5％
發慰機鵬式56.5％となる。

全世桑こおける建造中船舶の大き

さと汽船，發動儀紹の關係をみると

6,000GTから8,00OGTの間の船型
では汽船23隻,發動磯船58隻,8,00O

GI,から10,000GI間では汽船21隻，
發動嬢船51隻,10,000GTから15,

000G.I間では，汽雛26隻，發鋤裳船

77隻,15,0003Tから20,000GT間で
は汽船40隻，發翻綾船11隻，20,00O

GTから30,000GT間では汽船6隻，
霊域機船3隻である。

全世界において1,000GT以上の油
槽>職ま173隻,1,908,167GT(この中

3

植村正男

月末現在では約100,000GTであつjこ
が’194祥3月末現在では約513,000

と飛躍し，その後1948隼3月末現在
では約696,000GT,.1949$8月末現
在では約742,000GTと瑠加し，今期
においても765,812G'工､と以前として
珊加しており，世界第1の趨鯛だ
けあって断然他國の逼從を許してい
ない，.なお今期のこの避は同國の至
急鑑量の36.6)‘となっており識出先
の主なものはノールウエーi=292,'
788GT,アルゼンチンに102,893GT
等である。資にうらやましい限りで
はないか。前記765,812GTの中27隻
149,.763GTは今期新迄清工されたも

のである。1口に15萬噸といえば大
したこともなさそうであるが，今期
の日本に於ける全建造量より多いの，
であるから驚嘆に値する。
認こ英永國及北アイルランド以外

の國における職:士I向艘舶の建造状況
の概況を述べよう。総計996,605GT
であり，全逼壁量の39:f%を占め，
職出先の主なものはﾉ､一ルウエーに
291,202GT,パナマ腫288,562GT,
アルゼンチンに155,500GT等である
叉主な鯰出向･瓢”建造画は前述、
麺又國を除いて北米合衆國の282,
521GT,スエーデンの205,900GT,J-
ランダの186,486GT等であり日本は
イタリーの95,260GTに次いで15隻
84,180GTであるから世界で第7位の

轍出向船舶の建造國となっている。
又世界における全建遥量は第1表

の通りであるがその中本表には含ま
れてはいるが工事が1時中止状態に
あるものは，英本國において1,180
GT,その他の國々において21,882G
T,合計23,062GTだけあるが,総建
造通の4,607,739GTに比べれば僅か
0.5％となるだけである。この事責

‐ロイドからの報告書受領上の手違

いか.ら雲表が大分遅れてしまったが

、今回昨年9月末現在のロイド鉛級協

会調査による世界に於ける避船欣況

を壷表する。

蕊在世界全暖において着工してい

る汽船及發動磯諾の総計ば4,607,
739GTで,その中の45.5%は英本國

及北アイルランードで54.5％はその他

の園で建造されている。このデータ

には濁逸，ロシア及支那は含まれて

いない。日本については前期までは

不完全であったが，今回からは完全

なのもとなっている．。

英國以外の園での逢遥量を大きい

順に並べると，北米合衆國625,281．

GT,フランス408,746GTオラン

参グ311i759GT,スエーデン254,705

Gm，イタリー206,900GT,日本

137,760GT,デンマーク130,390G

T,スペイン114,828GT,零であ

り，その他の10萬噸以下の國々を含

めると畿計2,512,,522Gmであり，

前期に比べると,109,460GT増加

している，日本についていえば137,

760GTで英國を含めて世界で第7位
になり，世界全轌豈量の2.99％に當
局。

英本國及アイルランドにっ3,ては

同昨年9月末現在において2,095,
217G皿で，これは同國の1921年12

月以降の最高時即ち1948年6月末現
在の2,243,703GTに比べて148,486

GT少くなっているが，前期に比べ
．れば52,209GT増加している。

第3表を御弾睡いたい。これは鐵
出向或は賓却用の船舶、建造協覗を
建造國別に表にしたものである。最
初に英本國及北アイルランドについ

てみると，今次火戦後次第に増加の

一途をたどっている。即ち1946年3

１
１
１

I
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一世界の鋼船建造状況一

第1表世界における商船りう建造状況
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第4表昭和24年7月－9月間に於ける着エ､進水及竣工船調
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第6表建造中のロイド船級船

総建造量

’9/ナ

入級船 入級船の建造

量【2対する％

勺

建 造地
、9/チ蔓 翌

英 本一国及
北アイルランド 易"'‘2ﾉ7 夕､ﾀー〃 ；995，/β筆 ､ﾀ5．22J92
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凶

－ 船の科学一

49隻729,675GT,は汽詔)124隻1,178,

492GTは發鰯幾船である〕建造中で

あり前期より241',167GT増加してい

る‐又上記独糟船の建遥量は全量の

41.4％に當る，主な油槽粥の避錯國

臆英本國及北アイルランドで87隻，

894,385GT,北米合衆匪31隻528,

312GT,スエーデン19隻146,500GT

等であり，日本では3隻36,300GT

である。

最後にロイド船級協会鱈B.C.

を含めて）に鰯するものは全世界建

造中船舶②68.5％の3,156,790GTで

あり，英本國及北アイルランドだけ

についてみると95.2％がロイドの械

査を受けて建造されている。またそ

の他の國々で建造中の船舶の48.2％

に営る1,161,606GTがロイドにクラ

スされる。目下日本においてもﾀi航

問題が論議されているが「諾蚤」に

關してこの数字は重要な示唆を輿え

るものと考える。（運輸省船舶局）

(mm2)で割って得た値である。

○歪Strnin

秘料C蕊形の度合を示す量である。たとえば長さ1の
棒が力をうけて'＋』'なる長さに延びた時，歪は延びの
量41ともとの長さ’との比であらわされる．歪をEで
あらわすと

‘1

e=~T=

歴々 歪をパーセントで言いあらわす。即ちどなる歪は
100gパーセン1,である。又Fig.3の綴にABCDなる
矩形ヵ･鍵形してAB'C'Dなる‐一．.一一P毎

用 語解説

O材料試験

造諾材料の代表として軟鋼の材料試験には引張試験，

曲げ試験，振り試験，疲努狸度試験，衝撃試駿，硬度試

験等があるが,､引張試験の綜果を誓萢Fig.1の綴に表し
ている．

一

引張試験でぼ材料を応
一定の形状，寸法に仕力
上げ，これに力を加え・

て引延し，材料ガ切訴

するまでの刻々の力と

延びをしらべるのであ

って,Fig.1の職鰯I1に｜

は延びをあらわす歪を

縦軸には力を表す癬力

をとってある。歪と應力と（

夕

平行四遜形になったとすると

露形の程度は角度中の正切で
あらわされる．即ち

E=tan<'

中が小さいときはeは殆ど

中に等しい。但し中臆弧産

(radian)で測ったものとする。

一し’一.』ら．ユ陸ﾉf段平lll《、一O
歪は延びをあらわす歪を

縦軸には力を表す耀力(Fig.1)

をとってある。歪と應力とに関係はOPYLY｣MBの如き

曲線であらわされる.B鮎感材料が砿解した鮎である

0應力fStress，＝

Fig．3

○引張(Tension)墜縮(Compression)
剪漸(Shearing)

紘体)こ力がかかる場合，物体の中に任意の面を考える
と，この面(二かかる力は，これに直角に働く力と，平行
に力･かる力とに分けて考えられる。直角に働く力によっ
てその面ま引張(又は睡縮）を受け，平行に働く力によ
って剪断をうけると言う.Fig.4jD(a)は引張'(b)I3睡
縮，（のは剪

S
断を夫を鮎下←{コニニコ一T･一一

（α）、--.-.．
線で示した

面がうけてc－ここ＝←CS
←

(b)---
いることを《CD
示す。各冷 Fig.4

T

断面漬をAとするとき‘ﾋー蚕'｡=÷，=-§-A
を夫冷引張應力，麗賭應力，剪断應ガと言う。

O應力(Stress)

一本の棒(Fig.2)

の両端をFなる力で互

に反対側に引くと棒は

F柵弓F

A

に』X洵測に51くと棒は(Fig.2)

釣合っている，この状態で棒の任意の断面Aを考えると
このAを通して棒の左側の部分は右側に，又右側の部分
は左側にFなる力で引かれている。この溌な力を受けて
いる，叉は力を仰えている面を應力を受けている状態に
あるといいそめ面逗かかる力を．面の慶さで割った値で
應力の顕さをあらわす．即ち應力の弧さ(又は単に應力）
をぴとすると

び＝一旦
A

從って應力の単位は［力]／[面淡］であって睡力等と
等しく，蜜用上はkg/mm9，kgcm2,Ton‘Iin9等が使用
されろ。Fig.1の縦軸は引張力(kg)を材料p断面識

’

１
１

－2 2－
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一織出向船舶の製造契約について一

輪出向船舶の製造契約について

倉本 昌昭

きの爲工期が他の諸國Iこ較べて遥に早く，船債も低hざと
緒 言

いうことの篤に，日本に矧糊白の建造を發註して來た。

維職後貿易が再開されるや，職前に於いては殆んど責日本の貿易界は未だ海外市場に進出する事が許可さ競
易面には活躍して居らなかった造船工業が一躍貿易の花ていないのに乘じて,船債もだたけらだけたたかれ,契
形として登場し，既に大型船舶13隻，96,200臘噸が型約條排も造船所にとっては一方的なものといっても過言
蝿船16隻,4,780總噸,木船402隻,9,060織頓,舶用機でないようなものを狸いられている資情である.連合軍
闘290基,16,200馬力,総額給錫,842,000弗に上る職出總司令部が外國業者との間に入って造繩側に有利とな
契約が成立し，その一部は甑に引渡しを完了している。るよう努力はしてくれたが，それとて從來の商業f賢習と
しかしこれらの契約がこのように成立した過程には色比較してみるとまだまだ敗戦というハンデキヤツプは相
な々問題力欽から次と起り，悲劇,喜劇が見られた。そ常な影響を輿えている。

れらについては叉別に述べる事として，これらの蹄泊がこれらの船舶力霜如何なる捧洋の下に契約しているかに
如何な･る條件の下に製造され，完成され，獄Hされるか。ついて以下述べて誌士の参考に供しよう。
にJついて以下述べよう。そこには世界の造飴界が，この

職霧による船腹の莫大なる損失を補狼すべくその全力を 大型 鋼船

あげているため ，過去に於いては殆 んど相手にもされず1．契約状況轡
その技術もこの戦醗により低下していることを認めていこれから話を進めていくのに必要であるので，現在迄

るにも拘らず，日本の遥船界が連合躯の制製により手室に契約の完了しているものを次に掲げる。

第1表職出侭船舶契約状況（大型錨船）

船所｜紺種|載貨重量1總噸数|契約年月日
守

昭24．2．171

雁24.2.19

〃

〃

〃

昭24.3.19
〃

〃

昭24.4.28

昭24.4.30

昭24.7.23

昭2J.8．31

〃

13,000

3，500

〃

．〃

11,800

7,500．

〃

〃

11,000

8,500

5，800

6，300

〃
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野
崎
磨
戸
賀
演
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・
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玉

″
〃
〃
本
〃
″
本
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井
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日
日

船
船
船
船
船
船

糟
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梢
物
〃
〃
槽
物
〃
〃
〃

油
貨
油
貨
油
貨

18》000

5,170

〃

〃

17，900

9,400

〃

〃

15,500

10,100

9,200

8，500

〃

川
三

西

’播
中
浦
東

’
■ご＝五一一

諸外匪特にノルウェー，デンマーク，フィリッピン等の

諸國から：餓向の建造について引合いが綴からつぎと來，

非常な熱意であったので連合箙總令部は昭諭23年3月維

り當時非常に熱心であった外國註文者の引合いの中から
常時の日本の進郷自力を考慮の上で合計15隻広船舶建造

楡腿計遜につきその資加計悪作成の話があり，其拶註文

者の意向，連合軍總司令部及び日本政府の意見を合せ識

2．契約形態

第1表に鍋げた船舶の製造契約は紬て半政府間契約で

ある。即ち外國の註文者（汽船会祗叉は萱易業者等）と

日本政府の代理職踊である通商産業省との間で契約が締
結されているのである。これは船舶の輸出力謹合軍綱司
令部より許可された時の事情から説明しなくてはならな
い。

’
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－諾の科一學･一

験，釿緬を行った結果，昭和23年6月10日最総的な案に
つき連合軍認司令部の承認を得，葹狩その契約締結の準

備を始めた。しかるに譲態は思うように運ばず邑左な晴
礁律乗りあげて契約がまとまらず，しかも繩期に鍵更は

雷されず，工事の準備をしようにも，造船所に賓金は不

足し思うようにもな･らず，2月過ぎ3月過ぎしてやFつと

謀駒をしようという話になったのが昭蒋23年も暮れよう

とする12月であった。

當痔各造船所では絵駿侈華やかであった漁船の建鐙も

そろそろ総りとなり，食物鵬其の他の船の建造許可も思

うように行かな力平つだので，自己の力でこれらの船轆窒
造を行っていくに(謁ド常な無理があり，貿易形態も環在

と健全く違った管垂貿易であったのと，其他多くの理由

により造船所側より狸い希望があったのと連合軍總司令
一ご

部の方針により政府契約の方法をとったのである。
丁､、

．即ち對外的には外國の買主（政府叉は民間商者）と日

本政府の代行者として通商産業省（當時の賀易歴）とが

爽約を結び,國丙的に鰺所謂政府間貿易と講して,造船
会杜と通商産業省〈當時の寅易鹿)の代行者としての鑛

・工品貿易公圏との間に締結されることになったのである
．3．國際契約條交

愈々本論に入って對外契約が如何なる條件を以て契約

されているかという黙について述べていこう。契約内容

は各場合場合により異った黙があるが最叡職出船舶契約

書の標準形として連合軍總司令部より提案されたものを
基にして買主側，日本政府，造船所側より提出された意

見及び，それを何回ともなく行った按衝庭より鍵更して
まとまったものと比較殻明しよう。

その丙容は船により違うが次の如く謎2噸目に及ぶも
のである。

1．前文2．要目及び船級3．個柊4．購入債
柊の調整59監督及び稼査6，仕操の奨更及び逼加
工事7．試運鱒8．引渡9．引渡遅延及び延期（
不可抗力〕’0．船質保證1i，引取拒否及び契約解除
〔プイリツピシ向船舶のみ）’2.支披條件’3．債務
不履行’4．"保臓’5．'留置權’6．.仲裁．’7．雛利譲
渡18．義務及び税の負摺19．塒許,.商標及び版雛
20，這告及び通信（ノルウェー向油槽船は除く〕2'・手
識料・22..契約の批准23．發効期日24・條文の鰯輝
（フィリッピン向のみ）

以-F省項目につき説明しよう。‐
4．前女

第．Z表鱈出向船舶契約者一覧表
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一鐵出向船舶の製造契約について一

第ぷ表 鯰出向船舶船級一弾表

I

抽摺船

L･ノヨいﾂー

5．・ラーーク
9．

B.肯物 飴

：:)デﾝﾏー参，
4．
ｸ■

;:1ﾌｲﾘﾂどﾝ，
8．－．．

10．テ云一ク

ユ1．フランス
ユ2．回

ユj・パナマ

“
“
”

０
９
戸
、

〃
〃
″

８
７
５

Ｌ
１
１

Deもnoｴ､BkeVeFユtpaB
LﾕoyaUsRegLBもXVofShLpping

Xエ･久･ユ．f◎rもen堂0，.PCaringoiXin_bU1江
←I早・100A､1．foZ，もan虻er,巳Caｴ､Z･Lngpe”◎ﾕC冒匪ユrbu恥

5"170ZJloyd'6 HGSユGもｴ､y or鋤ﾕppﾕns +1ooA･ｴ．“蚕Caｴ､己。ve“el

叩
、
”
”

４
１
２
５

″
ｒ
マ
ザ
〃

９
０
９
８

１
ｅ
Ｇ
ｅ

唾
學
口
■
”

Ｂ
ｅ
Ｂ

Ｒ

ｎ

函
Ｂ
ａ

ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｌ
ｄ
４

画
”
唖

血
哩
極

叩
今ｓｅＢ ｅｖ 口旦 屯ｃ

． 。
画

ｆｃ
ｄ
Ｓ
Ｅ
１

Ａ

Ｃ
Ａ

ｒＯ

ａ
ｅ
ｎ
Ｂｅｖ

《
じ

寺
“
皿

皿
◎
亘
宅
ｄ

ｓ
ｒ
ｃ
Ｓ

狸
幼
哩
狸

７寺
土
Ｌ
Ｌ
手

呈
、
●
ｅ
Ｕ
ｅ
●
ロ

②
。
“
皿
皿
電

極
１
１
１
Ａ

孝
手
十
手
学

auorShippﾕns

”､y･orShLpping

euOrShlppLng

●
岳
●
①
■
●
ｅ
●

●
●
●
■
。
。
●
●

●
●
‐
●

１
２
６
５
４
３
５
６
望
１
５
６
７
８
う
４
９
０
１

世
琴
。
。
梨
。
Ｑ
心
一
，
‐
・
勺
０
一
一
垂
口
参
一

一
●
ａ

蝿
》
狸
》

、
基
．
腿
日
１

掌
”
ｅ
・
・
』
．
、
鰊
頤
．
罪

卿
唾
“
巳
↑
趣
恥
轆
弛
。
，
も
も
上

型
、
率
も
。

○
Ｆ
凸
ｅ
ｅ

龍
・
ｃ
・
１
、
函
、
⑧
ｎ
Ｂ
Ｕ

ａ
ｍ
函
軋
鼬
臥
煙
Ⅲ
〃
恥
媚
恥
唾
ｎ

嘔
舎
ｎ
ｌ
－
。
１
ｅ
⑤
《
ｎ
皿
函
蛇
加

甲獅
唖
函
唖
呼
睡
趣
皿
唖
皿
》
〆
，
峰
唖
・
叩
ａ
泌
函
畦
・
唾
埋
皿
靴
唖

＆
◆
ｒ
ｔ

ｃ
ｔ
ｓ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉ
Ｃ
ｓ
ｎ
ｅ
ｎ
１
－

ｇ
ｎ
Ａ
ａ
ｎ
も
Ｌ
Ｂ
ｃ
ｇ
ａ
。
ｈ
Ａ
９
－
ｅ
・
ｎ
ｆ
ａ
ｆ
ｎ
Ａ
ｅ
・
Ｏ
Ｂ
ｄ
ａ
ｒ

ｅ
○
。
Ｏ
ａ
ｌ
ｅ
ｒ
ｅ
ｌ
Ｇ
ｒ
ｌ
ｓ
Ｏ
１
１
－
Ｂ
１
ｓ
ｌ
ｎ
ｉ

”
０
”
Ｌ
ｃ
４
Ｖ
》
ｕ
ｅ
Ｌ
０
ａ
ｆ
ｃ

溌
蹴
鵬
函
鋪
鱗
恐
麗
”
Ｒ
哩
鵲
・
ゞ
〆

恥
“
、
哩
哩

Ｂ
ｃ
ｎ
ｎ
Ｌ
ｍ
凸
函
Ｈ
ｎ
Ｖ
ｃ
ｎ
ａ
ｎ
８
。
“
虹
Ｒ
“
ｍ
諏
叫
Ｇ

ａ
ｏ
ｏ
も
Ｐ
Ｏ

聖
皿
緬
魂
叫
↓
㎡
唖
恥
皿
唖
垂
唖
》
ａ
乱
心
岬
睡
諏
恥
唖
恥
酎
咋
咋
廻
四
睡
恥
輌
嘩
俸
唖
廻
呼
睡

誕
》
》
恥
函
密
坤
唖
唾
錘
唾
欲
、
皿
唾
額
唾
唾
ｒ
帷
．
皿
皿
、
嘩
如
函
叩
叱
咋
・
Ｑ

。
ｎ
日
ａ
Ｃ
ｎ
ａ
ｎ

飾
哩
唖
ｃ
”
恥
“
”
回
皿

向
◎
も
ｅ
ｉ
ｄ
ｍ
ｒ
Ｓ
Ｆ
ｌ

四

Ｋ
ａ
Ｆ
ａ
ｕ
ａ
ｒ
ｃ
ａ
Ｌ
０

恥
翫
、
唾
、
錘
恥
”
釦
池
抱
卵
“
恥
駈
印
諏
釦
、
恥
“
唖
Ｐ
Ｂ
Ｂ
Ｓ
Ｈ
Ｆ
ｓ
ｈ
ぬ
し

．
“

巾
酔
凸
●
●
●
●
●
●
●
◆
巴
句
令

Ｌ
ａ
ユ
丸
う
ふ
恥
ａ
弘
．
峰
叱
ｆ
、
１
２
う
４
５
６
１
２
３
ぬ
う
６

■

１

０

■

乳
１
日

輪出向錯知製茜閏傑法規

’

ａ
・
生

ｅ
１
１
ｕ
ｕ
ｐ

Ｒ
等
１
．

，
エ
ロ
。
“
ｍ

ｏ
ｓ
８
。

、
唾
も
皿
副
嘩
越

・
鮭
恥
ａ
皿
軋
皿
珂
準

ｅ
巳

、
〃
ｃ
ｖ
ｅ

ｎ
砥
八
皿
返
叩
堅
率
Ｒ
ｅ
域

皿
函
珂
。
Ｌ
“
準
釦
電
立
恥

恥
哩
・
和
廻
亟
、
加
唾
鋤
電
唖

・
函
亜
迦
靭
嘩
虹
唖
Ｈ
●
１
頂

・
Ｌ
ｔ
ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｕ
も

５
ｈ
叩
唾
吋
Ｅ
“
ａ
＆
ｒ
ｎ

Ｇ
Ｌ
ｒ
ｓ
ｎ
璽
ｒ
土

皿
誕
》
称
呼
》
呼
恥
嘩
皿

■

参
与
叩
い

・
唖
“
印
ｄ

ｆ
“
ｒ
ｅ

ｏ
Ｂ
ｂ
？
Ｐ
Ｃ
Ｕ

準
雫
・
Ｏ
６
１ｏ

ａ

ｈ
ｂ
ｕ

恥
函
・
準
叩
坤

、
』
、
グ
ー
ｌ
ｅ

ｓ
ｂ
Ｐ
ｔ

ｃ
Ｏ
Ｂ
ｒ
ｎ

ｌ
Ｊ
ｏ
ｅ
Ｂ
ａ
ａ

・
も
ｔ
Ｑ
１
上
ａ

唖
》
》
》
》
《
蝿
》
》
》
》
》

Ｆ
ｖ

麺
宰
釦
皿
煙
、
錘
哩
郵
鉈
処
呼

率
》
》
》
錨
》
錨
》

●
●
ａ
■
い
●
●
Ｑ
●

１
２
７
５
．
４
う
６
８

ｆ
、
八
‘
，
《
ｆ
１

卓

●

妙
。
。
．
ｃ
・
耐
＆

。
ｈ
叩
Ｄ

－

ｅ
ｅ
ｎ
ｏ
ｅ

ｆ
１
．
Ｇ
ｆ
‐
Ｕ

ａ
ａ
ｒ
ｑ
ｑ
ａ

ｓ
１
《
秤
．
ｅ
８
『
Ｌ

ｕ
ｂ
ｅ
ｕ

ｒ
ｐ
ｌ
〃
Ｐ
上
１
Ｐ

。
１
．

準
恥
、
皿
哩

ｆ
も

⑧
，
皿
域
．
血
８
．

‐
ｎ

ｏ
Ｂ
○
８

恥
趣
即
土
。
ａ
・

上
ａ
・

も
ｓ
Ｂ
七
ａ
Ｓ
．

、
９
，
Ｂ
ロ
９
ｎ
ｅ
ｙ
ｎ
。

。
ｅ
ｙ
ｏ
ｒ
Ｅ
ｎ
ａ
●
ｅ
Ｓ
ｙ
ｏ

函
。
、
皿
皿
ｕ
ｃ
１
１
－
Ｓ
ｖ
ｎ
ｌ
『
。
△
テ
・

ｈ
ｌ
－
ａ
ｏ
ａ
ｎ
牢
Ａ
Ｂ
函
準
ａ
皿
恥
＆
恥
，
一
．
．

》
唖
》
郵
麺
舛
恥
》
唖
函
》
池
＆
馳
呼
唖
準
捧
呼

０

ａ
ｎ
ｇ
ｃ
Ｆ
〃
１
．
ｃ
ａ
ａ
ｂ
ａ
ｎ
○
Ｌ
Ｂ
ｃ

ｎ
ｌ
－
ｏ
“
Ｕ
ｅ
ｅ

．
ｃ
“
唾
ｅ
勉
ら
ａ
唖
硬
郵
傑
函
恥
姻
《
鉱
》
華
‐

ａ
ａ
２
ａ
ｌ
ｐ

ｌ・
１
ａ
ｃ
ｎ
宙
Ｇ
１
ｈ
Ｂ
Ｒ
ｎ
８
ａ
Ｃ
ｎ
ｙ
ｅ

画
ｒ
１
ｒ
ｈ
Ｃ
ｌ
Ｒ
ｅ
ｍ
ｒ
も
秀
ｈ

ａ
ｇ
ｅ
Ｌ
ｅ
も
ｎ
Ｌ
も
画
も
ａ
ｚ
ｅ
ｅ
ｅ
も

鋤
“
恥
ｆ
地
、
、
・

ｅ
Ｌ
ｒ
ｒ
ａ
ｎ
、
ｅ
ｔ
ｆ
、
凪

勵
、
加
峠
壁
画
釦
、
甑
恥
鋺

野
Ｓ
工
ｏ
ｏ
ｌ

『

●
●
。
●

③
む
ち

◆
●
●
◇

１
ど
う
４
１
２
５
う
４
６
７

座

○

一

０

－
ｅ
ｎ
ａ
Ｂ
０
勺
上

、
宙
・
雄
Ｇ
Ｃ
Ｃ
ａ
ｅ
ｕ

ｉ
。
．
兎
Ｇ
ｅ
ｅ
ら
ｒ
ｉ
ｌ
’
０
９
１
ｐ
ご
‐

Ｐ
ｈ
ｂ

地
塁
皿
呼
呼
皿
呼
・
画
》
皿
叫
皿
“
ａ
Ｏ
卿

圃
ａ
ｕ
Ｌ

ｐ
Ｂ
ｃ

嘩
唖
・
祁
砥
も
帆

１
Ｌ
Ａ

１
ｔ
ｎ
ｅ
Ｌ
Ｕ
啄
嘩
馳
熊
函
叩
酌
唾
吐
血

典
ｉ
ｐ
。
ｅ
Ｂ
Ｌ
ｎ
ｇ
ｏ
８
・
Ｂ
ｏ

ｎ
ｅ
ｎ
ａ
ａ
ｒ
１
ｂ
ｉ
】
＆
土

６
》
鼬
一
》
》
》
梱
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
鋼
職
砕
》
卿
一

Ｂ
ｄ
Ｔ
ｔ
も
ｔ

ｅ
中
ｎ
ｏ
ｎ
ａ
ｐ
ａ

睡
亜
○
ｍ
罪
醒
祁
銅
郵
嘩

ｐ

、
一
ａ
ｌ
８
Ｂ
。
。
士
上

型
．
Ｌ
郡
坤
錘
“
１
ｍ
Ｌ
血
眼
Ｈ
“
ｅ
Ｑ
ｒ
ｌ
－
Ｂ

Ｐ
Ｑ
ｃ

ｃ
Ｕ
ｒ
ｓ
Ｆ
Ｌ

ｖ
も
‐
上
上
ｅ
も
有
も
ａ
ｚ
も
、
⑧
ｅ

恥
函
恥
睡
恥
恥
咋
唾
恥
恥
咋
恥
咋
職
螂
岬
恥
恥
郵
・
睡
唖
呼
唯
錘
晦
恥
函
詐
函
恥
皿
恥
唾
恥
唾

ｅ
●
●
Ｃ
ａ

１
ど
う
鼻
ら

●
◆
、

６
７

－25－－－

■
■
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｂ
Ⅱ
１
８
日
Ｉ
ｒ
Ｉ
ｈ
ｉ
ｌ
Ｉ
１
．

一一一一ワ



－船の科翠.一一

前文に(ざ契約當事表及び契約目的迄つき述べてある。 次に殆んどの場合水槽試験について規壱してi

即ち 皀ﾛち水槽試験を日本側の費用にて船主代表立合l

（ｲ)契約ば日本政府の代行者である通商産業省と〔外で行い,線圖につき諾主側の承認を要することl
國商減）との間に締結するら ている戸

（ﾛ)通商産業省は何を造船所に於て船舶を建造,進水次に造語所の船舶製造番践〔船番)及び船舶；
完成して引渡し，更b，商牡はその船の弓賦しを受書と不可分の一設配置岡及び任擬書に基づいて；

け，購入する事に夫々同意する。、艤装';ぴ完成されることが規老されている。
旨規毒してある。 （ ロ ） 船 級

次に参考として第’表に掲げた船舶の契約當事者を掲本項に於いては船舶の取得すべき船級，その｛
げよう。．(第2表）の航行その他の 篤 に 必 要 な 關 係 法 令 及 び 桧 香 蛮 ｣

5．要目及び船級つき規壼してある。この項にあらわれた規麗を畠
本項に於いてば建造する船舶の概要，要目等二つき述げてみよう。（第3表〕〔第4表〕

べて居り，次の．4項目よりなっている。－ これらの規差は船主側の要求によるものでそ？
（イ）概要（ﾛ.）船級（ハ)主要寸法等（二）載貨重量中には篭戦後入手していないものがあったのでj
（イ）概要 相僅困った’というと今では入手しているかとI

先ず船舶の構造の大要を述べる。例えば次の如し。 未だ入手出來か研究してないものが相當ある,J
r載貨重量18,000頓，長船尾換，船穂極及び飴首極ういった外國法規の再研究を行う必璽のあるこ．

感しながらなかなか思うように行かないのを趣を有し，主甲板一，縦迩隔壁二，コツ.フアーダムー

郡梢九組，即ち中央タンクー，船側グンクニよりなっている。、

る貨物粧糟九組よりなり,､第4水糟と第5水糟.O間船級械査は日本側'二おいて船級協会と速洛し
も日本側が負描することになつているがこれはにポンプ室を配し，諾首換・Fに一般貨城鮠を有して
習慣では船主側が行っているようである。

Q

居る。ディーゼル機關は船尾に配されている｡」
第夕表蛾出向船舶主誓目表

L

9．10．1ユ◇1 ． 2 働 3 ． 4 ．5．6．7OB。12･13.
名5ユ8－ﾕnLpp．55,0-2.2”3“0-0,“0,-0ワユ42.m50560” ユ32．60“

｡

67ヴユ時 620一GW ユ8．300m･709-10.4"529-0.70,-2夢ユ9．“
s”Gifm1型、、3801■ 38'-RJ'*.660mtQup”rd些390－4．4v31'－0”39‘-s”’25国

一

LTtoseconddk23'-0" 8．920
＝

I

･Cbcnloadoddrart
O､760ゅ7050．7ｴ5as。､号nBhaﾕt⑥rd敏一Op710．76

keFbCf,eenP､P．.

170900T9,4qo塁.T15o5ooTl0f1ooT9′zoomoT8．5ooT
D.W、cCCordmg5，17or8'rp.bo.rd(2"｡,.､224｡,___,(23394__,!zW:>R｡n,､.f;;/s｡n)､~i;;/C｡n)!c;::f__,(2"O.-I"5500T（2240（2鍵0（22“､6〈2240（22“･6（2240怠唾電｡FFroobca雪。〈2漣0（224o（22“

1be/も｡n)-i6g/f｡n)-lb8/soa)mb./ﾋ゚園)1b8た。画).16"t｡n)Lin・池… 滴･tor1bs人｡n)'b･/t･画）1b･/ton)
cor,roBpon“ngdrart

27'-6g'7･950"26'4"299－6，
”soU:砲to霧。.30'-1｡8"21'-7g'.30'-7"z9'~6"zv'~~'7.950"26'4"2614"
刺ecsuFqdmllo13．81，．t314．番5knotsl5625kpotsl7knotg"*hユ晶・25knot日ユ5．･0_kzotq14･5kn･ts

露i､h淵?．｡｡｡Y繩鰡_識圃懸篭:瀞.鰐一驚鋤2器職:蝋職f63::hsp…｡…
tcd)t･drulユユo･d,(Guarantied)(cuam:Qntiod)(Estis･t6W.

Ca1画go心，

cloanbotton

(Dogignod)
込

唖z，sUrB生、"SWs"wm'｡"｡,,,%W;";Fgz"":WF:r;oiXWM,"Xo""AYoxo""野pccr回､g”cx細vAsA幻趣?SWB産官xITsUI8勘vY“｡nA幽
蘭畑7C2-WF‐w4-VTF-7MS72/]2672/120774つVTF旬774二V征F-16011.A.W､”z撃薗.心汀･－腿一A.周．160

115ユeO

]epingleain81egZDglodoublodoublod亀ct1吃.d o Ⅷ b ' ⑥ “ 蛇 x ⑥ “ “]④”ng1e3和8ﾕedp⑪b,①
cy唾、 “r，．77:9777@

2
2222､z_._"__",､~_z2cyこ'c・22222

7401両720唾cylEn“xQdi■620回麺740用罰72O観、 7 40面q

］．“0画lc200瞳司。trokoX1．150画1．600画1．250麺、1．600虹亜SpacificntiozI

慨88糊}螺?(露）溌鮠扉）繊乳黙)5'9oosMP』;o'面e1Develop7,000BWIP.4,500X"
(35640B")

rP8m．115140115_115."､110l 1 5 1 2 8

indiCat｡．”｡“w・・5･3kg/brm26.5kg/cg'es.5kg/bmo6･5kg/お国亀B.5kg/c煙霞6.5kyb画壇0

－奨約瀞優先仕搬‘§優先‘－仕椴避鍵先一
一口

ィ条如》群誤り>）
、項にある
伊9

－ 26－

次に殆んどの場合水槽試験について規壱してある。

皀ﾛち水槽試験を日本側の費用にて船主代表立合いの上

で行い，線圖につき諾主側の承認を要することになっ
ている戸

次に造語所の船舶製造番践〔船番）及び船舶が契約
書と不可分の一殻配置岡及び任擬書に基づいて建造，
艤装';ぴ完成されること力親老されている。
( ロ ） 船 級

本項に於いては船舶の取得すべき船級，その他船舶
の航行その他の篤に必要な關銅生令及び穣査蛮用等に
つき規壼してある。この項にあらわれた規麗を次に掲
げてみよう。（第3表〕〔第4表〕

これらの規差は船主側の要求によるものでそれらの
中には篭戦後入手していないものがあったので最初は
相僅困った，というと今では入手しているかというと
未だ入手出來か研究してないものが相當ある，早くこ
ういった外國法規の再研究を行う必璽のあるこ.とを痛
感しながらなかなか思うように行かないのを遥鰯に思

’ 船級械査は日本側'二おいて船級協会と速洛し，斐用
も日本側が負擢することになっているがこれは外国の

I

』

」

’
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一犠出険船舶の製造契約1こついて－

《ハ）主要寸法等「條父の慨窪」という項の中で上記の如き時は契約醤
本項には(1)主機械の型式，寸法，出入等(2)船燈が厩先することに規定されている。

の主要寸法，載貨重量，速力等につきそれらの数を筆（二)載貨重量・

げている。（第5表）本項には(')載貨重量の測定の基準及び方法(2)載

次に但し書として「契約書と仕様書の間迄寸法等の 貨重量の定義につき述べてある。‘
喰い違いのある場合には社嚴書の方に從う｡」という．載貨重量の単位力英噸か剣'噸か叉はメートル唾かに

條丈の入ったものもある。即ちデンマーク向'5,500噸つき規定し，叉載貨重量を決定する方法として，載貨
型郡I糟船及び同,0,,00頓覚物船並びにフランス及びパ重量は造譜所の行った計算に譜づき，日本側{こて雇用
ナマ臆8)500噸型貨物船の4隻についてである｡叉フせる総協会の穣査員叉は契約當事者間にて定めた強
イリッピン向9,400噸型貨物船の場合は後で述べる査員の承認を得るよう規定してある。（第6表）

第6表赦貨重量承認稔査員表．

批槽船

貨物船

ノルスケ・ヴエリクス歓査員

ロイド蝿墜員
〃．

〃

〃

契約當罫者により選んだ稔査員
〃

]8,000T

5,170m

〃

〃

”,900m

'9,400画
〃

〃

15,500囮

10,100r

9,200T

8,500T

〃

ノルウェー 向

デンマーク 向

〃

〃

． 〃

フィリッピン向
〃

〃

デシマーク向
〃

フランス向

〃

パナマ向

１
２
３
４
５
６
７

、

や

’

’1

独糟船

貨物船

凸

4 ’
８
９
ｍ
、
廻
鵡

〃

買主が必璽ありとする時は契約営事者により選んだ稔査員
〃

契約営事者‘こより選んだ楡査員

買主が必要ありとする時は契約當事者により選んだ稔査員
．〃

、

汕糟船

貨物船

〃

〃

〃

一

戦 貨 重 量 の 定義はすべての場合に同じで赦貨重量と6．慣格

憾海水の上で完成せる船禮及び機關に必要なる艤隻鑿本項には船を日本の港にて引渡す時の債狢，その支沸
術品，非消胤品を搭載し航行に必要なる準儲を整えた貨の種類,,代理人の手数料，船主支給品の費用，その戒

状態で，夏期乾瞬こ對鵬する平均吃水まで船を沈める付費及び支挑方陛等1こつき，これらが含まれているのか
いないのかという黙，船の製造遜程に應じて船偵を分割

に要する貨物（燃料，滞滑油’飲料1く’衛生用水，誰して支揃うという鼎等につき簡翠に述べている。ここに
罐水,其他消耗備品，人員，その身廻品，船級規則に今まで契御こなった船の船催がどういう丙容であるかを
よる要求以外叉は以上の懲術品を含む）の重量をいう見てみよう。（第7表）．迩輸省粥難局）

第7表船僧比較一露表

今雲差蒻|撫噸
〃〃〃

〃〃〃

"17,900T油槽総

フィリッピン向9,400T貨物船
〃〃 〃

〃〃 〃

デンマーク向15,500匝珈l.糟船

"10,100亜貨物船

フランス向9,200T"

"8,500T"

パナマ向〃〃

$2,445,000

$1,075,000

$1,025,000
〃

$2,250,000

$2,346,000
〃

〃

$2,060,000

$2,160,000

＄1,700,000

＄1,630,000

$1,665,000

｜
》
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

除レーダー便格

含代理人寺熟料
〃

〃

除無線機晋饗測深儀其他船主支給品及
びレーダー侭格

〃

除レーダー債絡但し取付凱鋪の装置費
を含む
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－鉛の科學二 ■色

｡

、

造 船所の助け舟

一船舶輪出について－

米田博

船謹豊は資にこの日米船鐵交換に次いで大がかりな船舶
職出であるといえる。

絵駿後沈溌の極にあった我が國にとって，昭和22年秋
頃よりノルウェー’デンマーク，フランス等をはじめ，
諸外國から船舶購入の引合いが相次いで來たことは，引
合いそれ自魑が一つの活剤であった。絵戦後國内に閉じ
込められていた造船界は突如として世界とつながりを持
ち始めたのであり，造船界I識黒P船債を研究し，祇界
に船舶技術を勉湿する必墾窪遥じたのであった。しかる
に外國に諏査羅關を持たな血鑑が國としてはこの問題の
嬢決ば資に困難であった｡．髭息して，一つには我が國の諸＄や

外國との宣易條件が不姉であ:る;ことと，一つには船償が
なかなか折合わぬこととに依り，これ等の引合いは容易
に契約に迄至らず，僅かにノルウェー向捕鯨船2隻のみ
が昭和23年6月契約の蓮ぴとなづたのである‐

しかるに昭郡24年に入るや先ず一月にノルウェー向捕
鯨船6隻が契約され，ついで昭和24年2月，大型船とし
ては始めてノルウェー向溢槽譜が川崎造船所で建造さわ
ることとなり，爾来次々と大型船'3隻の契約か成立した
これ等はいずれも単一爲替レートが締結される前に引合
いのあったものであって，第一表に示すような複数爲替
レー'､に依り國家貿易として職{ilされることとなり，箪
一爲替レート設定後も例外レートとして取扱われること
となったのである。

ここに特記すべきは従来第一表に示すような爲薄レー
トで輸出していた船舶は，軍一爲替レート設定以後は全
く輸出困難とされていたのを見事に打破して昭和24年8
月，小なりといえども佛印向艀8隻1,200重量噸が，ド
ル360圓の換算率で契約され輔出造船界i二大きな希望を
與えたのであった。

今難葦撫蒐う灘職鳥鵜難鰯
異常な景氣に悪まれ＝，三竿後の引渡船迄も受注濟であ
る有様の中に，濁り我が国廻箏は多大に造船能力を抱え
て受注量の減少に悩んでいたため．引渡時期が他のどの
國よりも早いことと’先に歴々述べたように単一爲替レ
ート設定前の引合分については國家貿易でもあり，輸出
奨励の建前から政府の彊力な保謹が加えられ，對ドル圓
篤替レートが大型船平均546瞳1，小w船平均472圓と梱

、

‐1．緒言一船舶鐵出の賓綾と現状

船舶の織出を過去に求めると第一に思い浮ぶのは大正

七,八,九年にわたって行なわれた日米船鐵交換である。

これについては雑誌「海運」昭和25年1月説で岡崎幸壽

氏が詳しく説明しておられるが，今その椴略を紹介する

第一次i世界大戦時には我が國はいわば局ﾌﾄ者とも藩せ

られる立場にあっために欧洲各國政府から諾腹の需要が

殺倒し，遼船所は記録的活況を呈したのであるが，元を
我が國は製鐵事業は問建にならず銀材そのものを英國’

ドイツ等から輸入して需要していたので，職箏となって

ドイツが敵國となり，英國は早く鐡出を禁止したので，

球國を唯一無二の供給國として依存せざるを得なかった

ところ，大正7年8月米國も船腹鐡充の必要に迫られて
鋼材に輸出禁止に等しいI持許制を採用することとなった

ため，日米間で，日本で建造する船舶と米國の鋼材を交

換するという交渉が大正6年末から大正7年初めにかけ

て行なわれ，大正7年3月，逢に第一次日米船鐵交換が

成立した－本契約は既成船叉は當時建造中の船舶15隻

127,800D.W.とこれ叉既炭、鋼材127,800額とを交換す

ることであって，建造造船厨は川崎7隻，浦賀3隻，大

阪鍛工3隻，播磨2隻であった。ついで大正7年5月第

二次契約が結ばれたが，これは米國より新規に鋼材の供

飴を受けてこれを使用した船離30隻246,300D.･W.を提

供するものであって,交換の筈I合は第一次の船舶1D.W.

に對し鋸材1噸という契約が鍵って船舶1D.W.に對.し

嬢材0.5噸となった。このときの造船所は川崎5隻’大
阪錫工浦賀各4隻，横演3隻，播濟，三井，浅野，浦川

島,丙田各2隻,藤永田,新田,三菱長崎，三菱刺'戸各
1隻であった。これ等はいずれも5.000D.W．以上の大
型船で主機はレシブ｡ロ，赫俄速力10ノット程度のもので
あったが極めて優秀なものであったのである。この船鐵
交換によって鋼材輪入困難な鴬時．250,900噸の鋼材を
職人し得たのであって，交溪船として提供した船舶を差
引いても優に630,000D.W・を函内用とじて建造し得る
鐙であって，當時の値段で計算しても最小限度2億回以
上の利益といわれるものであって，今後の船船輸出は大
いに参考とすべきものである。

我が國としてはこのときを除いてはかく多量の外國船
を一時に建造した經験はないのであって，絡職後の外國

1
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・運輸省船舶局第一表輸出船建造線表25-2-2‘
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ﾉﾙｳｪｰ捕鯨鉛

”

タク ”

心

”

タイ 〃〃

JJ ”

”

ノルウエー油槽船

、ヂﾉﾏー 'フ貨物船

rタ

” ノ 由 槽 船

〃 貨 物 船

・ｽﾞﾘﾂビﾝ死

｡〃 ノノ

タタ ク′

デノマーク，由楢船

′′貨物船

フラノス”

イ弗印艀伍）

” 〃（8リ

パナマ貨強船

フラ ノス〃

一
■

■

《
一
一
．
・

堵
靭
繩
姪
”
”
”
“
”
鏥
湖
蜘
矧
鋼
岡
川
川
刎
釧
硴
却
却
細
“

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

柵
”
如
斗
抑
“
〃
”
“
“
．
”
〃
”
・
”
岬
抑
蝋
”
”
”
卿
“
錘
蛎
》
“
〃
”
“
伽
“
〃
蝋
一
一
郷
、
“
即

椴
↓
．
．
Ⅳ
０
γ
β

主
一

・
０
０

０
０
０
Ｃ
Ｏ
０
５
５
０
０

丁
－
２
〃
７
〃
〃
〃
〃
〃
“
”
〃
〃
〃
”
”
〃
抑
》
唖
卸
恥
和
、
麺
卸

Ｇ
－
４
４
Ｚ

砥
３

１
１

０
０
０

”
〃
”
〃
〃
知
”
・
”
麺
・
岬
却
岬
唖
御
唖

Ｗ
一

今

ゞ
一
咽
＆
ａ
・

Ｄ
－

緬
一
雪
巍
繊
鵬
”
船
野
。
，

崎
詮
戸
焚
戸
兵

罐
霊
”
〃
”
窪
“
〃
摩
謡
詑
《
”
報
”

〃
〃

一
井
磨
・
賀
”
日
日

函
一
川
三
西
描
中
浦
中
東

造
一
三
掴
浦

雪 “』
,*70鴎

ﾄｰｰｰｰｰ契約

付
揃
水
渡

据
立

溌
鑪
進
引

↑
ｖ
一
一
一
一

一

‐”

日数記入分は実績
■･

未記入分l寺予定

。

－

１ ’

三
差

I
’ ’

一

〃

a,S40

ん汚
欺5200

’
百
一
．

P

一

八 一二＝

三三
三ヨ

一
一

１
『
ｌ
ゴ
ー
ｌ
ｌ
４
Ｉ
Ｄ
４
ｌ
４
１
４
Ｉ
０
Ｔ
Ｉ
ｆ
Ｉ

護頚

訂で~ー

靴_皇

営回安であったため，終職後の相當高い建造船債でよく然他を睡しているのであって’之についでスエーデン，
世界の船便に勤流し得たことによる。米國，オランダ等が多くの外國船を塗篭している｡ゞ之等

し力､るに昭洞24年4月25日単一爲替レートが’ドル360．の國々 の仕向地はノルウェーを筆頭にアルゼンチン’パ

画と設定せられ，単一爲鮮レート設定以前に引合っていナマ，英闘領，フランス，デンマーク等が綾いている。
元一部船舶については例外レートを認められてその後契即ち我が國は鍔國たる英國その他と仕向地が一致し
約の成立を見たが，その他のものについては完全に単一ているのであって，從って今後船舶を外國に輪出するた
爲替レートを適用せざるを得なくなり，あまつさえ昭和めにはドル建慣絡に於いて是非共鼓箏國のそれを下廻ら
”年9月18日には英國のポンド切下げが蜜現し,欧洲各國なければならぬのである。
が之にならったにも拘らず，我が國は依然として槌來よここに於いて最も考慮されなければならないことは，
bの圖侭を保持して來たために，造船界に於ける競零相第一:二匪倒的に船憤の高い米國はまずおいて，ポンド切
手たる美調始め北欧諸國との競箏が非常に困難となって下げが行なわれ，しかも圃債値の引下げの行なわれない
來たのである｡從って8月3'日契約した三菱繊演鎧船所の現在に於いて，欧洲船慣と日本船個とは如何なる賓状と
パナマ及びフランス向貨物船を最後として今日に至る迄なっているかを把握することであり’第二にポンド切下
約半年間全く契約を見なかったのである。しからば今後げに依り英國を始め欧洲諸國が如何なる影響と受けたか
は圃債値の切下げが賞現しない限り船舟蛎出は不可能でを稔討して’以て彼我の船個の進むべき道を考察するこ
あろうか。この間に答えて以下順を追って稔討して見よとである。
う。 3．欧洲船便と日本船便との比較

2．船舶轍出の競争函と縫絢園 第一の考察を行なうために昨年''月28日スエーデンの

本誌昭和24年10月賎所載錐世界の銀船達造状況｣(植首都ストックホルムで行なわれたブラジル政府發注の大
村正男氏箸〕の第五表にロ弗永識査として示されている型ディーゼル油槽船（約16,500D.W.)10隻とfI型デイ
ように，船舶鐵出を行なつ霜聯､る國としては英本國が断一ゼル油槽船(fb2,000D.W.)9隻との國際競零入札の藷
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果を耀折しで見まう。本入札の参加國は日本を加える八

ケY國と傳えられているがその入札結果を見ると大型諾は＝

D.W.當り121ドルから132.7ドルの間でスヱーデン,･英
呂告国

國が落札しているのに對じて日本の入札憤格は1饅ドル
と識ぜられろ高値格であるに比しj､小型船は，.W・當り

理9ドルで日本ガ識Lしている。この結果を本入札に参
蔵されたji雌重土業の山中叉は大型譜の場合は工壷と材

舞費､パー ｾﾝﾃｨヅから見て材料菱力噌多くかかるので
鍔封侭格を始め秘料贄の高い我が國では之には始めから

畷笥はなかったのであり，これにjこして小型艦は工費の
率ガ高いので何とかこの落『し値迄下げ得たのであると読

明されている。叉開札の結果を見ると大型小型を通じて
我雛函からの入札分は比核的納期力亭いのに比して他國
のそれは可成り遅く，各國共相當満腹していることを示
している。

かくブラジル向油槽譜の入札結果は日水と欧洲との船
'篠の傾向を端的にあらわしているものであるが，一段に
:日本淵買と欧洲船園･と,を比較して見るとどのようである
:ぅか。

賦沸船貿については構造設計の詳細の到明しているも
のIこPついての質料をあ蚤b入手していないために比較が
困難であるが,，今日迄に入手し得た賓料1こ依って次に掲
げるような比較結果を得た。

（1）日本船債と欧洲船漬との差の最も大きいものは，
9,000D.W.前後のディーゼル貨物船でまって，日

，本船慣は賦洲鐇侭の約120～130％である。
（2）大型デイ＝ゼル触楢･譜についても日本船便は欧洲
船臓よりも高いが，その程度は貨物船の場合より遥勺

力､に小さく，日本淵買は欧洲諾漬の約110～120%で
ある。

(3)4,000D.w・前後或いはそれ以下の大きさのディ
ーゼル船では油槽船，貨物継共に日本の方が安いか
或いは同じ位である｡

（4）一段にタービン話については欧洲より日本の方が
安いか或いは同じ位である。

大型ディーゼル船の闘貿なことは日本造鯛界の弱溌と
も穰すべきものであって．これには色方の理由があるで
あろうが，第一に戦零中及び箭蝿'後永い間大型ディーゼ，
ル鐡關の製造が中止されていて，約10年振りに製造し始
めたために繼額的に製咋し綴けて来た嗽洲涯比して高僧
とならざるを得なかったわけで，之は今後繼鍵製作され
るに從がって急激にコスト低下を招來し,‘欧洲ｲ<準には
笄易に達し得るであろう。第二に日本に於U､て大型ディ
ーゼル機關を製造し得る既ば三訓韮画(Bgrmeisterand
Wein);東日本識演(MAN),中日本抑戸(MS),川埼

耐･戸･(MAN),西日本長崎(MS)に限られているので

需要に比して供給力が不足しているという･事猜も大いに

横機二影饗を及ぼしたものと思われる。この面よりする
‘慣格高は容易には修正され得ないが，日立(B&W),"

磨(Sulz3r>等新らしく大中型ディーゼル機關製造を開
始する遥船所も出て來て，いずれは是注される見透しを．
持っている。

日本慨が大型船に高く，刎型に安い理由は先に本節ブ，
ラジル向弧.槽船入札の躍折の項で山中氏の言を弓I用した
とおりであるが,9,000D.W.前後の貨物船で砿洲船慣
が鰐に安いのは獣洲では之等Q船は標準船型船とも蕪せ
られる程よく製迭されるものであって数基1-年來繼顎して
同型船を作っているために非常に安侭に建造されるので
ある。

今後ポンド債値,圓債値共に塗らないものとすると蕾
分大型船については日本は欧洲諸國迄立ち打ち出來ない
のではないかと危倶されるのであるが，小型船について
は優に欧洲誌國に打ち勝つことが出來るのであって，こ
の意珠で我が國船舶輸出も洋をたる前途を持つものと言
えよう。

4．ポンド切下げの教訓
前節末で筆貰は思わず結論に似た文を綴ったが船便の

上上綾だけから滕來の船舶験出に對して結諭を下すことは
早計であるへ我左はポンド切下げのその後をずっとみつ
いて圓切下げの將來を見透さねばならぬ。
・日本經濟駈聞昭菰25年’月'6日號域ポンド切下げ後の

各國特に英國の璽濟動向を桧討した經濟安定本部流査を
記載しているが，之に依れば，

（'）通貨切下げによる物侭へのハネ返りが弾憩外に大

きく，これが切下げの効果を減殺していること。

（2）デフレ政策の宵施仁伴なう勢働攻勢の謬化で政治
．、的，斌会的不安を招來していること。

(3)･各國が競って通貨の切下げを行なった脇係上貿易
．戦が激化しているこ･と。．

（4）米國の關溌陣壁力琲ドﾙ地域からの商品流入を随
一止して@ざること。

等為をあげて非ドル地域の通貨を切下げがI､･ル不足の緩
和にあまり役立っていない黙を樹商している。この鮎に
ついてクリツプス英職相は「平債切下げ後一ヶ月間にイ
ギリスのドル地域向け輸出は30％増加しているが爲替レ
ートが切下げられたため，ドル獲得額は逆庭9％減少し
た」と語っているが’まことに30.5％の切下げで切下げ
前と同額の米ドルを稼ぐためには楡出を44％輸加しなく
てはならないわけで，この鮎ポンド切下げは登易收支の
改善という主要目的においてすでに失敗したといえる。

－30－
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の向上，や)間接費の切詰め,(句樹料堂を形成する幽連工
業企業の合理上を筆げたが,之等各項はその後一ケ毒間
に如何になったか。そして今後如何になら.ねばならぬか
（1）操業度の向上

船債切下げの最大項目たる操業度Q向上に對する努力
のあらわれとして本誌昭称24年10月，11月謹で昭和24年
度造砿計謹(第五次”を解折した。はからずも第五次
船は能力の關係から極端な集中生産を断行することとな
り，漸く軌道に乘つた今日,錦五次船建造不能の大造語
所に關する限り操業度の問題も一應解決されだものと見
られる。しかし今後減いて昭詐25年度造譜儲謹が順調に
軌道に乗らなければ折角ゐ第五次船80萬總噸の建造も全
くの水の泡となるといわねばならぬ。

⑫）螢勵條件向上並びに努働問題の解決
一般的な食湿事情の好鱒も顔って力があるが，造譜所

に於い工人員配置の合理化j勢働雛の確保,宿舎等享
生設備の充賓等庭努力した結果,直接”間接工数の遮
域に大いに役立づた。スト:ライキの如きもjその後の各
赴の企業不振も手傳って殆んど膨をひそめた6し力､し今
日勢働關係諸法規が寧ろ企業の非能率に拍車を掛け，間
接費を増大していることを考えると將來この面に大いに
意を用ぅる必蕊があろう。

ひ『

（3）設術の整臓及び近代化

ディーゼル工場の不備のために我が煙I大型ディーゼル
船が非鴬に高憤であることは先に述べたとおりであるが
昭”4年度はディーゼル工場の整備に大いに努めて來た
今後もこの線に沿って第二表Iご示す船憤溺成中貨物船で

は32%,油槽鋸で催28.7%の磯關
爲蓉レート協議会郡製造原償の切下げを狙わねばな

更に叉切下後のポンド貨の不安定性はポンドの自由ｷ鰯

下落となって現れるに至っては將に踏んだり蹴ったりの

感がするのである。

我狩は先にポンド切下げの行われた直後，對ドル園爲

替レートが450同より圃安にならなければ到底競争國た

る英國と太刀打ち出來ないという結論を出したが，この

際欧洲諸國の例に徴しても大いに反省しなければなるま

い。成程圓切下げを断行すればドル憤格の黙で諸外國と
大型船について.も充分に對抗出來るようになるかも知れ

ないが，要するに離憤切下げを造船所のみの負擴におい
て行なうか，叉は之を日本全魑に背負わせる代りに他産

業鰺職出時の憤絡切下げをも謹船所が分据してやるか，
の相遠に過ぎないのであって，もし英國に起きていると
同じ事態が日本にも起きるとすれば寧ろ前者を選ぶべき
ではなかろうか。‘・‘

5．船便侭成の要素

第3節及び第4節の各節末に結論したことにより，我
が画船舶鐡出の進むべき道は略/§推論されると思われる
即ち現蛮には大型船'二於いて(さ日本船は欧洲船に建造憤
緒の黙で一歩を談らざるを得ず，この問題は爲替レート
の鍵更という安易な魔術のようなもので解決さるべきで
はないのである。し力､らば如何なる方策に依って我が造
船界はた茨に小型船舶のみならず，大型船舶も輸出し得
るであろうか｡答腱ただ－．つ｡遥船所の企諜努力に依る
囮M蘭引下げあるのみであるO-

現在日本職出大型船の原債構成を概括的に見ると第二
表のようである。

第2表輸出船舶慣橘隣成比率表
単位％

｜

’

’

らぬ。

その他の工作機城，運搬設備の
整備も徐冷に進んでいるが，今後
優良機賊の臓入も含めて，清々 と
設備の迩代化を行ない，欧米の設
備に迄近ずけねばならず，この黙
設備霞金の漣得には大いに努力す
る必要がある。

（4技術の向上

タ掴淵鍵造ばそれ自魁技術の向
上にあずかって力があった。蝿に
｜か身_ようとする努力は船罷鍾量の

項目|赫料輩|工強|間接蜜|直接經徴|製造原憤|蓉鐵|總原債
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氣
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睡
合
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物
船 畷

28．0

28．5

5．6

62．1

涛接を以て鋲接に乘bかえようとする尭刀腫齢睡埋亙四

輕減の爲に今後の中心問題でなくてはならぬ。
（5）間接費の切詰め

現在の造船所としてはこの問題が最も函難な問題であ
って昨年以來ちっとも改善されていないと言っても過言

本表を詳に械討してそのよって來る所を把握すれば船

佃引下げは自ら達成されることになるのであ.って，この

黙につき筆者は本誌昭和24年6月説で稔討し，造船企業

合理ｲ圏策として，(1)獺業度の向上;(2)勢峨條件向上並
びに努働問題の解決，(3)設備の整備及び近代化,(4)Wir

－ －31－
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は錨部門過重のそしり
ぱ諸統制の徹康,經演諾

化も眞剥に取上げられねばならぬ。

68結.‐．・言

以上我が國造譜の鴻來を輪出船を通じて論じたが，國

丙職主の寮金調達力が次第に減じて乗,今後第六次,第
七次と國丙船を建造することが極め工困難覗されている

今日'大小外國船受註のみが今後の我が國造船所の活略
であるといたよう'･船離轍出王國出現は渓して夢動語り
ではないのであって以上の諸條件の解決によって達成し
得るものである6第五次船建造許可迄轍出瀞式大造り繩
を教づた｡:將來も叉織轍出は大小造譜所の助け舟とな
るであろう。（運溌省船舶局）

でないぎぎごとに今日の造硲所
一亭､

をまぬがれないのでぁっ震t,Z
事儒の好鱒匡依って始めて解決ざれろ問題であ~る以上，
我が國一般經濟と結びつけて他産業共倉に解決するよ､り
他に方法はないが，常に念頭から離してはならぬも
｡(6).材料費を形威ずろ關蓮工業．
：總船値の6％を越える材料費中,輸拙船用鋼材はその屯＆

最初から鐵鋼補給金がついていな力呼つだので’今日諸寵
諾金が次々 と棺鱸さわて行っても大した苦痛は感じない
毛いるが,欧洲と比較して高憤なこどは事蜜であって'之
筆鐵銅メーカーを始めとし，諸般用品会牡の企葬の合理

「附記」本鐡に於て識出賠に関する原稿を4編まとめめるパーセンテイジが工賃のそれより低い.と云うことで
て見た，丙2編は造船政策関係に技術者として,､種冷苦やっと救われているのださう‘である。
勢をされている運繍省船舶局の米田氏と倉本氏の涙稿で安い勢働力を，つまる所，あり除る人間を資bものに
あり'･他Z調は，造船設計技術者として賓際識出船を製すると云う’昔から紡綬界に見られた犠な，悪いと云う
造して,日夜奮闘されている'播磨造艦の横田氏及び西より情ない,･日本の傳統が,又造船界にも表れて來たの
日本重工長靖遥紹の石野氏の苦心談とも云うべきものでだと解課してはいけないであろうか。

造据は云うまでもなく一大綜合工業である｡燭堂費のある。

360圓の単_爲替ﾚーﾄの設定,_ポンド切下の影響を60％までが造紹所以呼関蓮工業阜占められているも
受けてこの輸出懇の問題は’今や''造船界の死活を決す從って鐵鋼メーカーと誌艘舶用品会献の企業合理化によ
る重大問題になりつつある．施設と人員があり除り，蓑るコストの引下げは船慣引下げに大きな役割を果すに遠
秘面経演面屡捌約されて，内地向新造鋸の需要が下まわいない。造船所としては涛接を最大限に採用し~Lp重遡
っている現在日本の造船所が生きて行く爲には’どうし節減をはかり，重量噸当りに船債を引下げることは，造
ても海外の注文をとって’織挫船を建造しなければなら船技術者現在の研究課題である。これは蜜質賠償わ引下
ないのである。じかるに，今日日本C船慣が國隙船便水げの篇，当然行われねばならない努力であるが，造紹が
準を3割も上まわっていると云うこと(調誠にゆゆしき綜合工業であると云う鮎厚於て，日本全休の工業力を充
重犬問題である。なるほど米田氏の云われる如く’4､型変せしめ，凡ゆる鐘製品が,窪ばれた小数の工場によっ

緩順の建謹震憾'繍とか錨司能の"にある識であ、て多鋤こそして蝋の鐸として瀬に麹鐙畜れ鳥如きノが，その原因が，小型紹が大型船廷比して,材料費の占政策の蛮施が組対糎必要な條件ではなかろうか。

’
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Ｉ
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次號内容 御 知 ら せ

船舶技術資料 ｝'｜船の民族学･考古学･･さ･････:………･･･……木村俊夫
．‘第二集コントラQプロペラについて．．…･……･･鬼頭史城！｜

舶用可鍵ピッチ掘崖器………･･…･･･…･…米原令敏
日本版です｡運轆船舶局がA.B.の許可ぎ受け当協会

波浪中の抵抗･…．．.｡…｡..……..………．．..､眞鍋大騒が發行することに致しました。若し入手が順調ならば毎
リバテイ船の船体潅接･･･……･…………･･橋‘本啓介月又は年四回發行することになると思い.ます。この第二
浪人の渡言･…,.‘.….｡．……｡．.．…………･っいむこじ集は4月10日發刊に萩りますが定侭一部45唾で樹蹄望

の方に御分け致します故詮議御申謎『さい｡．
ソピ､エットの涛接･…‘…･……．……．．･･･6'･綱集部

港腫麻布霞.町19
舵と旋回性能&こ関する礎書･‘…………･…潟井静夫

船舶技術協食
船鰡用直流3鎌式斑電盤について．…．…･松平享振替東京70438
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輪 出船の建造

播磨造船所の

，デンマーク向タンカー

横田

〆

健

近頃世界で建造される湖糟沿は次第に火型化し，船殻
繊造は殆ど溶接識遥にして船殻重量の輕滅,油密性の向
上を計っている從って，近代大型制槽沿の建造に於ては
溶接を極めて多量に坂入れた設汁に依らなければ世界市
場で競零は出來ない状態となっている。室氣ハンマーの
騒香に満ちだ造船所もやがて溶接器の静かな香だけが聞
え愚潔二なる日も識､將來ではないであろう。鋲穴を用
いて組立てていた鮫鋲船の組立法から，穴一つもない全
溶接船の組立法へと現在の造船技術ま詔わば大きな脱皮
の時代になっている。機賊溶接更にユニオンメルトの採
用，それに伴って溶接母材の材質の問題溶接腱よる歪み
残留腫力の問題等を，吾々の前には解決せねばならぬ問
題が山稜している。一刻も早くこ温等､問題を解決して
職零による溶接技術のブランク時代をとり返さないと，
日本に船を注文する國外の船主も無くなり，日本の貿易
にも大きな支障を來すであろう。
播磨些船所に於て目下建船中の15,500噸（載貨重量〕

デンマーク向輸出油槽船(船主EastAsiati:gCornpany)
は昨昭和24年6月24日に起工したが，圃面の承認，鋼材
入手等の隙係で，蜜際に隔壁の地上組立を開始したのが
(0月中旬'船蕊に船底ﾀ版を並べ始めたのが,2月10日で
．らつた。その後工事は大腿順調に進行し，本年3月4日
'二は汕脆部主縦横隔壁を搭載し総り，3月末のフレーム
建て揃いを目標に全力を學げている。カット鴬眞は本年
2ﾉ官28日の状態で湖砿祁主縦繊隔壁を略を建て経りフレ
ーム取付中の状態である。進水は7月上旬，完成引渡は
来年2月の豫定である。

1．本船の概要

全長 161.59米

垂線間長，53.52槙

型幅20. 娼 米

上甲板迄の型深，,､6,米

船首舷弧3.00米

船尾舷弧1.50米

一一

一翰出船の建遥一一

（フレーム取付中.25-2-28幾尾より寓す）

主機：一

7汽篇,B&W,軍働,2行程，ディーゼル,・クロス
ヘッlim774-VTF-160.

シリンダー直裡740髭

ス ト ロ ー ク 1 6 0 0 " ･ :

馬力最大8,050HE.6,450BXP．、

麺韓数115_P"

一暦全通甲板を有する封螺淀船で，荷独艦羅は9個の

中心タンクと片舷5個づつの舷側タンク，計19個の荷油

脆を有し全容税は識21,800立方米である。上甲板上には

長淵首換，’艫櫻，長粥尾椣を有する。定員は船長以下

49筒で，船長，甲板部士官，無線土の割屋は中央の船橋

襖:二，機關部士官，風員の部屋式長船尾換丙に配置され

ている。風員室も2人部屋を最大とする｡載貨重量の保
償は15,500噸，速力は滿載状態で14.25節を保償する。

瞬汲は
q

LLOyDSREG/S7ERDFS/"P""CLAsS｡Xら〃“ノ
""RR)/ン〃G圧7SROL/Ⅳβ“〆〃

2．船殻構造の特色，腱に液型隔壁に就て本船は駈謂
coMByNEDsYsTEMで汕脆部は船底縦通材及び上甲

板縦通梁を有し船側ば績置式フレームを有する。タ|板及
側紘部の上甲板は鋲構造であるが，それ以外の隔壁’
二重底（主機畷を含めて)，タンクトップ，船首尾の上
甲板，上部構造等ば殆ど藩接構造で全溶接長さは8寓米
に及ぶであろうと雑想される。例えば約'弱0立方米の中
心タンクに入って見ると外板と甲板の鋲以外には僅かに
水平桁板，中心線貯板等の雨端収合部の鋲が少数見受け
られるだけで，鮫銭船に比較すると甚だすっきりした櫛
遥となっている。船尾骨材はI材鋳鋼で重量敵26トン，
船首材は落接組立銅板製である。
本船の船殻齪造で最も特色のあるのは本誌2月鋭グヲ

ビヤにも見られる如く荷油砿部瀕隔壁に波型式を探月jし

たことである。波型隔塗(CORR,GATEDBULKHE.
AD)とは今迄の隔壁の鴎こ平たい板に防溌材.として山

－83－
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例えば，’944年にアメリカで建造されたフェニックス魏
(540XX80IRX40沢，至溶接沿）は全隔壁迄波型式を
採月jして普通の平板隔壁に比して約'20噸の軍量輕激を
なしている。その上平板隔壁に於ける似澆同･の藩接がな
いので，溶接長の減少も相當なものであ愚。

波型隔壁を採用すると曲面をなしている外板及び甲板
との固清が厄介な問題になるd本船では船底外板との固
蒲には棚板式を採用し，棚坂の上に波型隔壁をのぜて直
にT溶接で固蒲した。縦隔壁，船側外仮との固満を直に
T溶接とし，甲板との固蒲のみ,肌付の困難と上向溶接
の増加を老慮して，隔壁頂部に波動の平鐡をつけて年板
と銭鋲固清と.した。．．

型材等をつけて防澆性を持たせる代りに，板自身を波型
に曲げて似澆性を持たせ似澆材ば省略したもので,本船
に用u､た濃隔壁では垂直の波を作って垂直の似澆材は省
略し,唯水泙方向のみに水平桁板を三段乃至四段設けて
"評方向”澆性を持たせている｡附圖のスケッチを参
照されたいq要するに市中で見かける波型トタン板と同
"じ理窟である。

１
１

■
己

次にキーノとベンダーで曲げた1波毎の波型板（長さ4
~"ら湖立てて1校･職璽職種肋…ぁ、」
が'今迄平鈑隔壁の組立には数多くの經職を有する吾々
も,波型隔壁の組立は初めてであるので,‘どの径庭の狂一
いが生ずるやら見當がつかぬから，先ず安全をとって，
総ての波型板は波型と波型の衝合溌接端(iつの垂了波
を熊成す‘る上部の板と下部の板紘衝き溶接端）のみV開
先を内業で仕上げ鵬~その他の端ほ塁部板耳と伸ばして厩
0,た。叉波p形の正確さもキールベンダーで1枚1故曲
げたものであるからiプレスで押型を用いた溌な正確さ
は諦めないから’キールペンダーで1IIげた後，上記に波
と波W衝畠溶接端のみ'簡単な押型を用いて氷座機で正
じい形に修正し'形の狂わ和､様に通常な補彊を入れて
置いた。かく･して組立場では，1つの垂直波を構成する
上部の板と下部の板の波型の衝合藩接を行って先ず長い
'つの垂直波を作り，次にこの波板の幅を現場で浦罫書
して切断してこわ等の長い波板同志を横方向に衝合溝接
でつぎ合せ漸く1枚の隔壁分'の大きい波板を作り上げる
それから水平桁板その他の位置を罫書して，これ等を取
狩け'溶接が全部絵了してから最後に雑隔壁,外板との
T溶接端を切断し’はつり仕上げをして現場に搭載した
この場合'棚板の上に乗る隔壁の下端は多少の仕上代逮残して現場で切り合せをした。

’

＞

｜
I ’

(鵬圖）波型鴇壁

板厚は上部10粍下部12～13粍で板の曲げ加工はキール

ベングーを使用した。波の深さ，幅は構造力学の立場か
ら板厚に對して最も有効な寸法力蒋在するであろうが，
キールペンダーを使用して曲げる場合Iこはぺ塚グーの機
榊の方からも寸淺に制限を生かる。つま，自由な寸法の
波型はキールペンダーでは曲げられない。外國にはコル
ケークーと稲する波型板を作るブﾚｽがある由であるが
日本でも波型隔壁を一般に使用し始めたら何虚かの製鐡
"=E淡麺仮を一手引受て曲げてくれる厳になって貰いた
いものである。

波型隔壁は近時欧米の大型タンカーに盛に採用され，

本船ば職隔壁のみ波型隔壁で縦隔壁は普通の平板隔壁
であるが’將來は本船に於ける波型隔壁製作の經識を生
かして縦隔壁にも波型縄壁を採用する方向に進みつつあ
る。鱗隔壁は波型こしても船底縦湧材のブラケットが必
ず必要であるが，縦隔壁を水平波の波型潟壁にすれば防
澆材の上下のプラケッI､が省略されて重量軽誠に大いに
役立つであろう｡波型隔壁の採用により,假bに100噸の
船殻重量を減少し従って赦貨重量を100噸珊加すi?",
その船の100航海に依ってi哉貨重還1萬噸の船を1回航
海させただけの利益を生み出すわけで船の一生について

Ｉ

１
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では仲冷ぴたりと密着させるのには相當な努力を要す

愚。今後溶接力室を多く船殻構造に採用される探に錘る
であろうが，完全な溶接を施工す愚には，先ず完至な組

立を行わねばならぬと言うことを念頭に置いてi秘料錘

丙業加工法，溶接による收縮量，歪みの防止法等をもつ

と研究して正確な地上組立を行い，現場で切り合せたり

する方法をとらないで良い様になりたいものである。

藩濁唄序に就ては，船の中央から艦首尾方向へ，且つ

:上方へ．と言うのが原則であるが本船では瀧造上,搭鯉
機械室前端の鱗隔壁から始めて船首に向った躍係で譲睦
も搭載に倣って機賊室前端繊隔壁（カットの意瞳に末
きく見える鱗職遥がこれで，これから船首が,燃斜勇鍔
ク，荷油鱸部となっている）から出發し船首方向へ厨つ
た｡罰断面では勿論下方から上方への原則に依った。
溶撰葎はロイド規絡のB-17又はB-,2を使用じてい

る◎

4． ． 諾 び

敗戦以來何事にも自信を失った吾冷にとって，ともか

くも錨國に職出する大型グンカーを世界で雛威あるﾛ｡イ
ドの撤査を受けて建造してぃ為と言うことは何か明るい
希望と喜び.を與えてくれる。同時に吾々 がうんと頑張っ
て早く技術的に追いつかぬと鍔圏外に落ちてしまうと
言う感も彊い。

漸く並び飴めた上呼板の縦通ビームの上返立って早春
の海を眺めると一刻も早く本船か完成して海上に雄姿書
浮べる日力凍る様にと所る氣持が湧いて宋るも本船蜜鷺
に槌事している全員の氣持も赤同じであろう。（掴職
船抄鼓師）

ザ

は莫大な利盆となるであろう。軸､船を作る事は常に吾
を造船技術者の一つの目漂でなければならぬ。下の富眞

は波型鱗隔壁を最初に現場に搭載した時の記録である。

最初の波型隔壁を現場搭載せるとき（25.1.26蔦）

3．溶接工事に就て

肌，穴，皿を銭鋲の三原則と言われるが，鋏鋲する迄

の下地準備が良い鋲を打つ第一條件であると臓禄に，溶
接に於ても溶接する前の下地準朧即ち衝合溶接の鴎先準
備,T型容接に於ける溶接端の密清力幽､溶接を施ｴす
る第一條俳であることに違いはない。ロイド縦査員は機
械蕊乙様な重要な部分では必ずT,溶接C肌菅きをハらを
さしこんで臓重な検査を行う。本船の機敏蕊は外板にじ
かのT溶接であるから，タ|板と.のT溶接端憾すべて板を
少し伸ばして置いて'~地上組立，地上溶接が絵了してか
ら.もう一投型(二合せて再罫書をしてばつり仕上げをして
搭載する方法をとったが'それでも外板iこ曲りのある脈
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三造船會蔽の

輸出船要目表
．（グラピヤ一般配置岡参照）

(,）．播審造船所建造の録出船（油槽船）
垂線間長505'-0'/154｡0M
型幅67ノー0"20.4M
型深38'－1ﾉノ11.6M
總 噸 数 119000T
重逓噸15,500Ⅱ､"
機関三井B&W

6,450BHP

乘 員49名

②長崎造船所建造の職出船（貨物船）
垂線間長142．0M
型．幅19．6M

型深12.5M
吃水8.45M

總噸数7,500T

－－85－
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(西日本重工長崎造船所）

石野一雄

夕

所謂第一次大型賦出鋼船の建造が許可されて昭飛23年

6月にG.H.Q・の承認の下に海運聰局より劉當内示が

あってから全國の数造船所に於て欧米各國との引合に應′
じ十数隻受註の商談が成立して現在既にその一部は完成

を見たものもあるが，西日本重工業長崎造船所は比烏政

府開發会謎よりの發註により一萬噸型貨物船3隻の建造

を進めて居り，その第一船「ドナ・アリシア」溌ば去る

’月'9日無事謹氷式を終え目下鋭意儀婆完成を急いでい

る。同日引績き第二船も肋腎莚揃え，第三瀦の起工を了

し戦時中の技術的孤立を一勢二挽回し，健在な日本造船

銭術を世界に誇示すべき絶好の磯会を得て傳続の技術と
經醗を誇る長崎豊艦研全従業員は眞創な研究と努力を重

ね職後間復興途上にある縢蓮工業の協士の下に,使用材
料ヅ補磯並議装品の品質改善を計り更生日本の造船を外
國に紹介するに足るものとして括目されている。数々 の
特筆すべき悩能を有し，特種の装備を具えているが，注

目を浴び屯いるものの一つに食料池錘篭の爲めの特殊な
泓槽がある。この構造は我國に於ては勿論世界でも殆ん

ど貧施された例のない不鋳蕊の全溶接を以て構成されて
いるのでこの深泓槽について「メモ」より拾い集めた話
をして見たい。

、これは主として椰子沈，桐油等の高級植物油を東洋よ
‘り米國へ運搬する目的のものでこれ等の油は不純物の混
入することによりその商品債値が甚だしく害われるので
稜み込み前にjw槽を充分清掃し殿重な縦査が行かれるが
本船の食料触槽ば300総み2個を有し,タ職を二重に
'して一切の骨組みやパイプ類は淵槽の外側に設け内面は
鏡の溌な不鋸鍛製となっているので掃除の手数は非常に
軽減されることになるわけである.｡：礎船用普遍鋼冷材
に柿給金を下付されていに本船契約営時は不錨と軟鋼
の侭聯､差は蜜に20倍という懸隔があり，防錆の目的で
不鐇鋼を使用し，溶接を以て織成する場合は油槽壁とな
る銅抜は勿論,臥鏡材も同質の不鋸調を使用すれば建造
する造船所としては，先ず自信のある工作か出來るわけ
であるが'小さい容器なら兎も角合計600頓哉みのダンク
であるから全部高僅な不鋳鋼を使用しては普通鋼を使期
する場合に比唆しイニシアル’コストに於て莫大な差異
を生ずる｡油搭戦の度毎に要;る擶除費朋は通常容赦,噸

’
一理

當り5弗を要すると謂われて居り，これをオ鋳鋼製にすれ
ばこの描除費用はセーブ出來るとしても，船主としては
償却を考鐡こ入れても採算上成立しないことになるので
材質として軟鋼を使用するか不鋳鋼を使ﾊ)するかについ
ては船主の採算上の問題と，造船所の技術的検討の調整
を必要とし各種の調査を行った上決定することと･しこ。
先ず吾々 が不鋳鋼を必要の最少限度に使用する方注と

して考究したのは．

（ｲ）軟鋼p片面に不鋸溺の薄暦をかぶせた板を使用す
ること。

（ﾛ)以澆材はﾀﾝｸの外側につげこの材質を軟鋼とす
る､こと。

の二鮎で，こわが可能であれば安便にして賞用上何等差
支え柳､わけで，この黙について日本に於ける有数の不
鋳鋼の椛威者とメーカーの意見を参考に調査した結果，
第一の軟鋼に不鋳鋼をライニングする方法は米國遥りで
は相當大言い板に對しても資施し，冷凍貨車其の他に資
用している嫌であるが’遺憾乍ら我國に於ては喪験的に
は一腰の成功は逢げているが大きい板を大量に短期間に
製作することは製鋼技術的に困難であった許りでなく，
これを溶接を以て大きい構造物としてまとめることにも
技術的Iこ幾多の懸念される問題を包蔵している。又陸
上の施設と異なり船禮の一部として複雑な動荷重を受け
る構造に於ては特に愼重を要する未虹決D問題もあった
ので一應軟鋼に不鋳鋼をライニングして材料p低賑を計
る方法噺念し，専ら似鍵材を軟鋼に代換えすること
によりコストの但淑を計ることとして設計を進め，コス
ト的にも船主の採算と調整がとれて全周不鋳銅製タンク
が震現することに宛：つたわけである。

不鰐鋼の機械的性質は淡素の含有量や，熱魔理や，加

工の程度G大分塗るが,一般的に言うて抗張力は普通鋼
の1.5倍位，伸びは3倍位，硬度は1.5乃至2倍位で鋸

びないことと併せて化学睡力容器等には壷に都合のよい

d二
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一 織出鋸･の建造一

た。木激槽は米國より．の闘航は篁諭になるので，その時

は一般貨物も読み得る様迄設計しているので,泓漕とし
ての諸管に加えて一般貨物鯰どして必要な大室鯰口，通
風設蹴利式火災探知警報消火装置も完鋪している。

不鋳鋼淵.槽p建造に當つては其の他色冷の問題もあ．b

失敗もあるがあまり専門的迄なっては一般の興澤と.して
ば薄いので省略する。米國の或る会社の鋸で不鋳凝型
のタンクを装備したものがある様腱聞いていたが船名が

判っきりしなかったので文献を探すことに努め，叉横演
邉りに寄港する艦で装備しているものがあれば是非見学

したいものと思い，各方面に速絡していた魔，昨夏プレ

シデントラインのマリン・スナツパー説が識濱に入港し

この船がこの種のグンクを装備していると聞いて鰍躍し

て横濱へ駆け付け六ケ愛しい手綾をして見学させてもら

う．ことになったのであるが;案に相違して植物湖糟とし
て繕遥は同様であるが職議製のタンクだったので落贈し

て踊って來たことがある。その船で一等蓮鱒士，機闘

長に極めて親切な案内をうけて泓槽も見せてもらい錨澄
の訟明をしてもらった果てに,､米國に不鋸洞製のタンク

を装備した船があると聞いているがどんな船か質ねたと

ころ，自分等の会赴の船も数隻食溌湫補を有った船があ

るが全割軟調鯉であるし，他趾にも不鋳鋼製グンクを装

備した船は知らぬ。そんな高僧な混料で現在の日本が翰
出船とは云え犬きい祷造物としてのダンクを造っている
ことを聞いて一驚を喫していたので，却って此方が拍子
抜けしたことがある。その後ロイド臨会や米國の船会牡
から此のタンクの件について種を問い合せがあり世界で
は最初でないにしても,例が少ない巻のであり，その成果

は蒜方面の注目の的となっているので，日本の造識技術
の名譽にかけても成功したいと考えている次第である。

材料であるが，普通銅と一所に使用する場合は擴械的性

質が異なると同溌こ，物理的性質に於ても，例えば熱膨

脹係数は普通鋼の約'.5借,熱蝉導奉i式'ん位という差が
あり，性質の異なるざのが一燈となっているという黙で

鴎格の著しく異なる看が二人三脚で組合わされた禄なも

ので，色狩な問題が起る危嶮が考讃さ歳る。かかる意味

で不鋳鯛製洲糟と軟溌製の船繼はなるべく結合が密接で

ない方が望ましいので，全然船磯とは切り離した別|糟と

．なづているのであるが，オ鯵鋼で溝成された湖.槽塗と軟

鋼の似撰詠との固蒲には依然として問題力竣るわけでこ
の黙に幾多の研究力喋中され，苦心が稜まれ掴料.D組成

溶鐸膳の選定に常つては，ステンレス鋼供給メーカーと

して撮走した日本冶金株式会祇の技術陣と宜に年除に亙
る試作蜜瞼研究を重ねて漸く自信のある工作を笈麺する
に到ったのである。

似澆財の固清に常つては群接しない部分は全部切瑛く
駈謂スキアロツプを付けている。．

‘尚常温では固繼状の植物油を積出し前に温めて融かす
罵め加熱管を用いるが’この加熱の方法もタンク丙情婦
の目的で隣接加熱の方法を探り，ガ|楠底と船燈の二重底
内陸板唇以て水梢を総成し加熱借はこの亦槽.こ導入して
この管に蒸氣を通し水を介して油を砿40.蔓攝氏迄加熱し

程る齢こしている。この水糟D周函は勿論水密であるか
ら似携泳の糠に切畝をつるわけには行かなb､で，軟鋼は
用いず不澆調の平鍋を遜鎮群接してこれに軟鋼板を鋲接
して水槽を総成し’軟鋼板と不鋳鍍板を速綴溶接するこ
とを避けている。叉不鋳鞭同志の溶接に於ては軟鋼に比
し熱傳導率が悪く従って熱が蓄凌すると歪が多くなるの
で銅の憂當金を月jいて熱り擬散を計ったり，叉溝接墹序
を考えたり，開先を表裏對秘にしたりして歪防止に努め

Ｉ
ｊ

耀鬘養製調

輪出船。感内鳧鯛
‘大型、

鑛鋼畠･鐵識鬮呂.鋼権

崎製鋼樵戎書砿
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海事用語研究(B)

渥人の護言
Q

backendof4#Staytube_支柱管の き容談を示しgrainは散荷

の容穣を示す。即ちbaleは

肋骨梁等に､厳に突起した物

の内側までの容穣にてgra

.inは隅から隅までの容識を

示すものである。

ballast脚尚，バラスト，底荷，靭

荷（船脚を擬むる爲に砿鮠

に積込みたる沙礫，銑鞁，

、水等の重愚物）

b-llast-lighter脚荷運搬鋸。

ballast-lighters脚荷積出人夫．

(=ballastheaVers)

ballastline脚荷を稜みたる

時の吃'k線。

ballat-pump脚荷水槽わ海永

を放出するのに用いるポン

プ。

ballast-tank脚荷r梢（船禮

‐の底が二重になっていて，

水の出入によって吃kを加

減する氷紘｝

dryballast乾燥脚荷。

oilwaterballast含油水脚撒
Sandballast砂脚荷。

tw._terballast水脚荷water

ballﾕsttank脚荷用亦槽
inballast脚荷のみ殻みて

後端。
全

backpieceOr3nglestrap背材〔10〕

．叉は覆山形材b

back.pieceordogofcargop,･rtつい,むこじ

door載貨門の背材叉は閂材。

backplateofcombustioncham-

船便と溶接及び造船設備

大きな外國船の註文が取れにくく

なったため，日本の船が重いという

事と，現在の船債が問題になってい
為。最近獄来で出來る船には，敬貨

一‘-寺

重量と排水量との比ガ80％を超える

も”があると聞いている。これにば
駿縢其の他が軽量になって來てぃゐ
ことは攻諭と思うけれども，船殻に
熔接の利用ガ嘘んになったため，そ
の重量が大いに輕減されている事が

頗営に夫きく利いて来ていると考え
られる。

昨年デンマークへ行って踊って来
た三井造船の笹山技師の話によると

デンマークの造船豚の溶接が盛んに
なったのは,10年許り前最初に船主
が全藩接船を希望し造船所を無理や
りにリードした篤,遣船所では長期
間あらゆる力を議して溶接の研究を
したお蔭であるそうである。その
溶接の盛んな資構ば，電氣涛接工が
100名以上もいるのに對し，鋲迩は
随かに2しかないという〒造船所の
蝿剛からも窺える。

Iﾖ本の船主は一般に溌撲を好まな
い｡ある鮎で喰わず雌ol､なのである。
最近聞いた話にあるグンカー会赴の
詮女蹄でも，油密が最も完全に保ち
'得られる涛接を，船主側は嫌ってぃ
愚とh､うのには柳か驚かざるを得な
い。溶接を巧試に用いると水油密が
龍分である上に，船殻用鋼材を15％
から特別の場合に侭25対位も少ぐし
得られるのであるから，同じスカン
トリングの鐡鋲船に鮫べて，それだ

ber燃焼室の背板。

backpres9ure背睡。FrlA蓬o

後橋支索。

condenser復水

backstay

baffleplateof

器の阻曳
balancejpistonvaiVe-乎衡篇形鈍

balancedrudder平魔舵。

・舵板ガ舵心材の前後にある

鵬舵の面積を旗くし舵効

を良好ならしめ猫速力の高

し揮鑑,商船に用いられる。
balanceweightorcounterweiEht

雫竣錘，

bale包，梱。

balecapacity(船腹の）容積

稜載量，包装容積。

balegocdS俵入貨物，俵物。

、艘鮠の客種こbaleとgrain

との別がある。baleと云う

のは袋入貨物を包容し得べ

6

け死荷重を減らし得るのである。こ

の大きな死荷重の減少という事は，

船の一生を通じどれだけ運航賀に影

響がある車､測り知るべからざるもの．

があるであろう。國際自由競罪に嫌

でも睡でも踏み込裁愈‘ければならな
い海運界にとっては，これは靭なに

附すべき問題ではないのである。こ
ういう利盆のある溶接を船主側があ、
まり好かないという因には；造鉛灰
側、今迄の瀞接の至らなかった職も
あるが，船主側としても大いに溶接
を勉弧して先づ頭の切‘り換えをし，

もつと稜極的に進むべきであると思

3｡.もし船主側で涛按竹業二不安が

あるならば，鑑船既側に進んで移動

X課装置を設備させる等のことを｛さ

せて械査を完壁にし，自ら安心し得

る手段を講すべきであ､ろ。こんな鮎

に對してはデンマークの船主の態度
を取って以て範とすべきであると思

う。なお溶接船は修理の隙，困ると

いうような考えを持っている船主が

あるとある臆で耳にしたが，これ等

に對して腱蛮際に當っている造船所

側でもつと啓蒙すべきである。’
－－鏥一一宮

■
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－ 浪人の窪言一

I内地譜にどしどし落接を使うよう

仁なれば，勢い造船所の技術も進み

よい溶接構造も工夫されて來るから

外國船に對しても好き自由に溶接を

使いこなし得る事とな．るであろう。

そうすれば船を輕くする上において

外國との競季を充分になし得らるる

様になるであろう。しかも浪人の經
験によれば，溶接船の方が全膣とし

て鐘鋲船より．宏く出来る見込が充分

あるのであるし，また我が國の自立

經濟確立のためには，外國船の受註

が寄與する虚大きいのであるから，

船主側も造船疵側もともどもに心を

合わせ，内地粥に溶接を普及する_こ
とに力を致たし，我が國の溶接能力

をあげたいものである。

次に船慣の問題であるが，総職後

の日本の船は工数が多くか力､り過ぎ

ている。甚だしいのになると戦前の

疫績の2倍を上まわっているものさ
えある。工数の問題は前にも渡言を
並べたから今は操り返さない。しか

－海事用富研究(B)－

グ ロ ー 画 、 一 〃

句

waterbarge永船
■

barqueK-ク（帆船)-
－一

barquentineバーケンチン〔一種

’・凸

ballastage脚荷溌。

’
■

ballow浅瀧叉は閂洲丙の潅水部。
－

Balt.cmoor波羅眺蕊辮。
の帆船）

barratry船員に匪行，悪行(barb

ratryofmasterandma･

rriners)

barrelbUo亙樽形浮標。・

barrelofwinch揚貨壌胴。

b]riron棒鐡。

bar-keel方形髄掛。

bar｡magnet磁氣鐸，棒磁石。

bare裸の。

bare.boatcharter裸傭諾（期

間傭鞘の一種で僻淵主が船

員溌料，港讃，航海蟹，修

繕費等一切を漠据するのみ

でなく，乗組員までも整備

するものをいう）

些壁一ｰヂ,艀(港丙,丙海,
湖川などで乘容叉は荷物運

搬怪用いる4型総波止場

と,本船との間に貨物，族客

などを運ぶための小舟l
bummybarge代脈艀譜（船

舶を岸壁より副離し置くた

あに用いるもの）

hcpperbarge開底船（泥運び

に用う）

oilbarge泓艀船。事iverbarge

達磨船郷馬鍜bsai.ing

barge帆職パーヂ。

sepa]･atorbarge油水分跡パー

ヂ。

｜

｜’

batten當木（艫口などに當てで，

締めつけるためぬ桟〕

battenunderceiling敷板下の機

’
才。

IJattenfortarpaulixl-･覆布押え棒一

E.C・RUIeB.C""造艘裁!則。
－

beadedoverendofStayfube

支柱管の叩披げし拶端。

beam船幅（諾の最大幅）ビーム

梁，（甲板を麦うる横材〕

桁，正横。

beamknee梁の両端を肋骨に
取り付けるため造った三角
形の部分(beambracket)

bearmspace梁心距

halfbeam*梁。

.thrcughbeam全逓梁

ordinarydeckbeam普通梁

endbeam端梁

しこれ等は少し勉彊すれば昔邇bに
戻り得る可能性があるのであるから
さまで篇かない。問題は迩舟縦の設
備にあるb設備の改善によって徹底
戯に工数を減らし船償を切り下げな
いと，世界の競争に造船は打ち勝ち
得ないであろう。
溶撲船を廉く造るためには’どう
してもブロック・システムを操用し
なくてはならないと思う。それには

有力なクレーンや庚場を先づ必要と
する。虚が昨年11月19日通商産業省
ユ業技術薦から出したrわ力･國鑛工
業技術の卿伏Jと題する所謂技術白
譜にもある通り，日本の造§}城は肋
骨を立てて外板を一枚一枚張って行
く-占い鍍鋲船時代に設煽されたもの
であるから，2，．3の造船腕を除い
て腱慨忍そのクレーン設備の力遼は
不足している。大きな造船所の中に
は既に設附の改善を始めた虚が出て

来たことは誠に喜ばしい。しかし費

17
用の關係から飛躍的な改善は討喪さ

れても，なかなか採用されないよう

である。たとえ技術重役はそれを認

めても，經理重役は種々 と群襯的状

勢に慣されるためでもあろうか，計

数的腱もそめ合理性を理解し得られ

ず,思い切った虚置に出られないよ
うである。アメリカでは昔から採算
上一度肯定すれば古い設備に膳.執符

せず思い切った腿遥を採って能率を

あげている事痩や，デンマーク佐遥

舩沈でさえ設備の改善に力を致して
いる鮎を考え合わせこの際思い切っ

て割らしい方向に造船所が向わなけ

れば，恐らくは世界的に落伍者とな

る憂き目を見るであろう。國家とし

てもこ‘-黙こ大いに關心を持ち適當

な魔置を講じなくてはなるまい。

また熱がえって，大きな外國船を

引き受けて低船便で，どしどしこな

し得ると考えられる現造耕.設術を網

かに頭の中に浮かべて見ると，藩海

軍工廠特に奥の設肺が現われて来る

此瀞こは30噸や100噸のクレーンが

あり，そうしてその庇さも1,0001X

の船のブロック式建造に差支ない規

－89－－

＝



一船の科學一

漢を有しているのである。蕾海軍工

廠はすべて賠償の對穂物であり,そ

の叢秘設蒲の30％は既に撤去積み出

されているが，現状では筋須賀を除

き民間企業として一時使用を許可さ

れているのである。しかし謨・虚では

鋤の解腫と修理だけが出来るので
あって,･憩遥や夢造は飴めから許可

されて居らない。し力．i賠賞の緩和

は今もなを最悠的に定まって居らな
いのであるから,､此虚のことを兎や

角いう.の陰どうかと思うけれども’

日本で建造する船の侭格をさげると

いう問題にからんで，一應取り上げ

て見たい。

抑も溌軍工藤武戟力の基礎となっ

たものであるから'~無條件降伏毬な

し職黍を放棄した日本としては，筍

，しくも連合國々民から疑の眼を以て

見られるような事を此虚に對し企て
るの臆，農然避くべきである。そう

いう意嫁で浪人は維戦直後’臭’積
須賀を絵め,.川崎及び長崎三菱の如
含主力鑑を建造した虚式,すべてそ
の主璽設備を直ちに進んで痕b外し

仕事をやめて，日本には最早全く野

心がないという誠意を示すべきであ

ると唱えたが，虚脆v態の當時は誰

れからも顧みられなかった。其の後

沈没した蓋海軍艦艇を引き揚げ解膣

の上屑識として回牧することをG・

H.Q･・から指令されたので’戦鐙の
最も多く沈んでいる呉には，作業能
力の大き力播．造船所に出馬して貰
い,呉工廠を使附し-t作業に取りか
かって賀つたのである。それから多

少の裳遜はあったが，引き綴いて現
今の状態になっているのである。當
時浪人は水中の屑数回枚は採算がと
れなくなれば，何時やめてもよいか

らと造.階所側に傳えた程で，臭の造
§|造繊L設附を何11f迄も造船厩に使お
うという氣持は毛頭無力･つたのであ
る。しかし今や日本の船償はそば設
術の燃係』ノ273q-造雛腕を除ぃ

海事用語研究(B)

曲
率
咽

屈
力
曲
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澆
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曲
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ｂ
屈
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１
十
レ

ｅ
ｎ
ｅ
ｅ
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式
ｍ
霞

》
一
睡
》

strongbeamrrWeb',beam

膣設梁。

Ijearingofruddermainpiece

舵心獄の承金。

bearingringofrudder"D
抄

承環。
●

bEaringkeepcfwinch揚貨

磯の軸承抑。・

bedplとteofengine汽蕊
今一一

力。

世聖di堅_空且肋骨等に澆愛工事を

なす場合に使用する塗であ

って，澤山の穴のある鋳物
製の蕊である。

bendingro(11鋼板を曲げるため
Pedr1ateof:winch鍔貨護喜。

使用する磯械。

bgZ鮒疫姦，客棚，錨泊位置，繋

留位置。

berthterm－小口の貨物を集めて

bell時鐘，警鐘，鰡鐘。

bEllbuoy打鐘孚漂。fogbell

霊鐙(人力若く嶢自鼠機で
剣了

・壷夜の別なくある時間を隔

てて鳴らす霧中偏淡。普通

浮漂の頂部に装置,し海波の

ため浮標の動椛迄より蝿を

・打鳴らすものが多い〕，

bellcrankofreVersinggear

蚕停用山形曲肱クランク。

bendtest屈曲試験（睡延鋼材の

試験片をU字形に曲げ頑脚

の開きを厚さの三倍以内迄

曲げて傷が出ないかどうか

を試數する｡．この試験には

ccld.bendとtemPerbend

の二方法がある）

bengingOfgumber謹談棒實験

’ 蓮邊することを調い，所謂

定猟航路に從雪IFする船は皆

バースクームによって船讃
するのである。

bertllwa型進水罫。

berthingfee";!.料3

bischargingberth穐揚錨泊
（繋農）位．畳'6

loadingberth菰荷錨泊｜繋
留）位髄。

quayberth岸壁繋留泣遥。
snugberth良錨泊位避。

berthage碇泊料，碇泊礎，錨泊鰯

域，繋船所。

’

8

てはそうそうは廉くならず，枇界の

識予甥裡に立ち得ないとすると，國

全臘乙造纈旨力はストライク簾に示

されているように今後の日本として

過大ではあるけれども，手っとり早

く臭の如き能力ある魔を，外國船受

註而輔喧造轆所として溝かす方に持っ

て行くことか許されるよう懇諦すべ

きではないであろうかと思う。ここ

に大外國船覇造乃許可があれば，造

船方面としての日本經濟自立政策に
寄與する魔が俄然として大きくなる

であろう。さもないならば塁面約に

他の造設附の改善に互額の經醤を

即刻注ぎ込まなくてばならないこと

となるであろうが，これの早期蜜現

は極めて難事であると考えられる。

虚で奥の設揃を残存させることと

する事は，前にも言った通り誕合函

側に疑惑の種子を撒くようであるか

離職後既に5年，軍碗の溌相は大い

に鍵わり，戦術上から見ても武備な

き商船隊は職力的要素となる可能性

を失h､，完全に非武装化された造譜

造淡のみに設隙は何等畏るるに足り

ないものとなって来てい§から今で

ー

ｌ

凹
日
Ⅲ
Ｍ
Ｉ
１
１
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
ｆ
ｊ
Ｉ
Ｉ
』

謹一40－＝・■っ



〆一寺■好一

一演人､の礎言.一

は日本が蓮合國の負婚とならない鱈

にも，その了解を求め得られるので

はないかと思う。若しそれでも將來

の軍備再朧に對し懸念があるならば

例えばボール・ベヤリングの如き小

物を全部輸入に仰ぐ事として，何で

もかでも園内で自給自足する途を組

つこと，即ち國全磯の工業力の分布

;1.態を不具の形にして安心して貰う

のも一方;芸ではないかと思う。これ

は輸出品に關する限り，小の虫を殺

して大の虫を活かす方法であってそ

れが日本の活きる途であると思う。

従って條理をつくしたこの懇請は必

らずしも受け入れられない事はない

であろうと思うしまたあと④経誉が

問題となるならば，それは國丙問題

として通常に魔理したらよいであろ

う。

海喜.用語研究(B)

between･decks 康證書。

foulbillofhealth不完逢健
康證。

foulbilloflading故降服紹

荷證劣。

lightbill"¥競領恥書

victuallingbiII船用食料品申
告書｡・

bitt蕊柱。

mooring･bitt蕊船注（鰡舶を

繋留する爲に繋溌岸壁,埠
頭，桟橋等に設げてある躍・

，固な柱)(=mooringpcst.)
blackstream[the]禁潮（日本

甲板と甲板との中

吋･鯰。

甲板と.甲板との中

｜

’
間室積，

betweendecks,

間に。

bevellingofangle山漉材角度の

１
１

調節。

biigeビルジ，注水(カンスイ),

詮(アカ)。

(=bilge.water);船底湾

曲部(=bilgeturn)

bilge･eiector蒸氣力により船

底の『金水を船外に排出させ
る器披（ピルヂ放射器）

bilgehatfweell)稔水溜。

bilgehcle'溢水孔、

bilgekeelorrcllingchcck

ピルヂキール叉は繊描止め

湾曲部龍骨。

6i,gekeels｡n..湾曲部内龍骨。
bilgepUmp稔水ポンプ。

bilgestrake湾曲部ﾀ版

bilgesuction塗水吸水

bilgesuctibnplan垂水郡逼圖

bill目録，蔑明露。

billofentry私関l｣告雪。

billofhealth健藷澄書。

billoflading[B.L]">『證券

cleanbillofhealth無條件健一

近海の）

blanketpolicy[海保］包括標織

爽約。

block塊，渦車，支柱，盤木。

keelblocks龍骨盤木。

snatchbloCks切映滑車。

blockade封鎖。

blueprint青奮眞(cyanotype､)

B.M・orBMBoardmeasﾐｭre

， (meht)の略

board板，委員会，船側，舷，甲

板，船内。

boardofadministratim"

紅委員会。

9・一一一一一二一一三一』グー【
－－．＝一

船舶電 氣装備
A､5.400頁定償450圓（〒35El)

石川農造船電氣識長三枝守英著

分割郷申込金185劇（〒35岡を含む）第二li'150圓

（証本後1月以内）第三値,150回（藤本後2月以内）

船舶技術協會

町

お断り

船舶公園小関児の苦心により集録致しました瀧事

用語研究は木誌に迩篭擬赦致す積りでおりました巻

ころ;著者の淵:合;こより今回を以て打切うことに致
しました。いづれ単行本として霊行する蒋定で居り

ます。御期待下さい。（銅集部）

(44頁より） 大きい課である。

次に最大睡斜を比較すると，第19測の如くであ

って，特に蒼龍、二枚舵が職腫斜に對して有諭睡
あるとは言えないのである。

間二枚舵で頤斜を有するものの例を示すと左の
如き譲艦があった。（未完）．

１
１

釦．51平方米の一枚腿よりも小であるから，舵の効力の差は更に

・－－－41－

I 一

駆潜艇･I､2号

有明 タ ー蟇

誉龍

e(度）
21

18．5

18．5ロ

大鯨(>罰瞳母艦）

劔埼､高崎(給油鑑）

金剛､扶桑(戦鑑）

8(度）
20

20

10 嚥
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、舵と旋回性能に關する覺書

〔其の3）
牽

二枚舵（ 領）
ぐゑ．・・

頑 井靜夫

1績を比較する．と次表の通りである。

外
日
夕
門
ワ
割

篭
法

’
②巡澤艦最上型

最上型巡洋艦はロンドン軍縮会議後に最少限度の排水
量で最大性能を得んとして設計された艦であるが，途中

復原性や船禮張度上に色だの改正を行ったので結局排水

量が増犬したが，日赫揮における最も新らし6，大塑以K
洋艦であった。本艦型4隻中，第一番鑑最上は按研の研

|雛型式|圖噸軸馬力|驚繍雛甥’ r節）

調蹴'蹴'謡:謡
最上反

ジ

三隈普

６
０
９
５
●
■

》
ひ
６

３
３

これ等の成果に鱈み最上の反剛舵ば不成績と

認められ尚又同型艦4隻共第10固黙線に示す如

き面積同－4で縦繊比が小さい二枚舵に改正され

た。政錬i後の旋回性能の比I竣は雛12罰に示す

通りであって，高速I噛舵角が小さい時には原型

の方が良いがブ、舵角でば改造後の方が遥かに良

好であった。（富眞2）

元来推進器の直後に反皿舵をおいてcontra
｡propellerの役をさせようという考えは昭和4

年に長崎の三菱水槽で潜水艦の海大四型の一鑑

伊6'潜の模型試裁により獄舵を推進器の極く近
くにおいて良好な成績を得たので，更に癖67港
（海大玉型）の模覗試職を行ってこれを賓鍵に

６
５
４
１
惚
醗
仏

一
一
恥

ー

角
。
５
仁
ﾉ2ノ6

－ － －

20評2832．〆36

速力（節)－テ■
０
Ｊ

＝ゴ

第10園最上の舵第11圖最上旋回力成績

究の結果第11岡の如き形状の反動式二枚
舵を装備し他の3隻は略同一縦横比の普
通式二抄.舵を採用した6又これ等の舵ば
推進器胸水の影饗を大きくする爲，四軸
中内方二軸の推進器直後際斑置して舵軸
は鉛直だった。叉舵軸より前部は最上の｡

反動舵では車軸中心線より上下に分けて
反對の反りを有せしめ推進効率を増進し
ようと試み’而して車刺lより上部の方が
下部の方より著しく面磁力§大であった。
最上完成後の蜜績は第''岡に示す職に

從來の大型巡洋鐙と較べて高速時には特
に旋回圏、減少は箸じくなかったが，低
速ではその減少は著しい。水中側面髄對
舵爾俄比は南方共激54.4程度である。然
るに最上の反動舵は高速博に大なる》蝿

I

(堀元美氏寓及蔵）熊野（披上型四番艦）の二枚舵－，－－一.~"､…'，轡‘｡､i画』~画《､一八'よゐ瀦燈寓侭2

辰，を生ぜしめ,又同型鑑三隈こ装備した同型の普通舵
に比して抵抗が大だったのでこの鋤より再繊討を要する
事となったのである。當時わ最上，三隈萌纒の試連灘成

’

鯉用したのが最初だった。この場合推進効率の増加は模

型にて4～5％,蜜繼では礎に'0%を超えたのである。
然し水上鑑では最上の成演により反醐舵を用いてContra

－－42－＝
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翼

－舵と施回性能に開する毘謬＝

て三菱水槽で研究が行われた。・塁

その結果二救舵は－枚舵に比して抵抗が大なることが

明らかとなり質謹もこれに應じて一枚舵に改造したが’
下表最下欄に示す様に速力は若干増大し齢更に離燈
の振動も亦誠少したのである。（第14岡）．

-propellerとする問題は中止されてしまったのであっ

て’更に叉大型氷上艦の二枚舵も木型鑑が最後だった。

即ち改良型たる利寂型は再び最上型以前の艦同嫌一枚舵

に戻ったのである。（第'3岡）

I
この改造が船燈性能に及ぼした影響は第15圖及び

第'6圖逗示す如くであって,旋底圏I鎬速時に域少
しておる。但しこの際は水中側面稜と舵面漬どの比

が減少しておるから舵面穣を同一とす泡ば旋回圏強
一般に多少弱大したものとなったと思われる。‐

二枚舵を傾斜せしめる特長として】韓舵時の横

傾斜は高速時大角度で鱒舵した時に著しく減少し

､

部
斗
掴
軌

印改造後
＝■４

１
財

第18圃伊67潜の戯舵ておったが，この特長は舵を一枚とした事に

より失われたのである。

（4）蒼龍及飛龍
、

航空煽鑑蒼龍（公試状態排水量18,430蓮,::

84.9節）と飛龍（20,100砿，84.6節）は夫港昭

和12羊及14年に完成した略同型艦であるが，蒼龍は二枚

〃店20"3035

舵角（度)－〉

第12圖三隈改造前後旋回圏(8/'0全力）

（3）隈逐纒有明及夕暮

この2隻は政初春難願逐鑑で公試状態排水量紬2000通

昭和10年に完成した艦である｡こ区2遥は二枚舵を推進器

直後に配し，舵刺Iは鉛直に對し左右に18.5度の傾斜を有
してピルヂキールとしての強h果を持たしめ叉旋回による

傾斜を少くさせようと試みられた。試迩鱒の綾果は亥表

の鎌に速力が計謹に達せず二枚舵がその原因の一つであ

ると見倣されたので，引織き朝潮型駆逐艦の模型によつ

76 水中側面積
一一

舵面積藤、

鯛器
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●わ

2 1．’’．’
70/520a530

舵角.(度)一二＞

第15圃有明舵改造嚴後旋回圏、

35

？

第14咽有明型舵の外形

｜ 夕暮有明

|速力(節)｢S~HP|排水量砿)1速力(節|SHPI排水量(砿）

’
35042,[0O1,9881135.042,00011,f88
33.442,3001｡97885.5842,10011,998

1鱗:,蝿
33.8242，0002，043‐33.14

34.1641)8002,U6833.59

新避計彊（二枚舵）

新造時蛮測（〃）

改造後（〃）

舵改遥後（一枚舵）
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第16圃有明9/,健力及26節に於ける韓舵時最大傾斜

25X2卒方来）

}(3051座万茨》

（篤鼠3堀元美嶌.及蔵）惹龍の傾斜式二枚舵

見て蒼龍p方が馴合に大きい事が判る。即ち二枚舵が抵

抗上より不利な事が邦る。

第17圖舵の比較圏

０
８
２
７

■
亀
、 》飛龍

Ｇ
Ｇ６

５’
▲伊

企卜

i
ゾ

ノ

蒼龍 飛髄

20,100

158,000

34．6

0.220

1200
223.1

30.51

52．2

。

蕊ﾄ篝器 侭ごて実測)(15年5月）
賀“）(14年ﾜ月）↑

姥

W排水蚤（唾）18,430

SHP152,100

V速

SH

４
．
奇
》
フ
ー
ｊ
”

Ａ
小
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０
〆
０
〕

趣曄鼎 萱顔､．’
'2

1，
血 ､計画制<）

.完成ﾛ詞〈
1二換算）

溌嘘(模型艇

〃・（〃
『0ト

凡
‘G

8卜 〃 店2 0お30お

舵角(度)－＞

第19回鰯舵時傾斜比較
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蒼鯉(二放舵

－+一
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舵角(度)一→

第18回蒼龍，飛瀧旋回閥比唆ﾉ,0全力(約33節）

舵を使用したのに對し飛龍は起工前に一枚舵に改められ
たのである。

蒼龍の二教舵は18.5鹿傾いており，これと飛龍の場合
との比i陵をして見よう｡(第17l,罰及篤眞3)

船膣抵抗は次表のSHPﾉWV及びW2/3VsISHPより

毎霊一功4－

雨艦の旋回圏は第18岡に示す如く，飛髄

の新造公試時（職須賀）の成讃は測定に誤

差があると認められるが，模型賞隣及び佐

世保に於ける成讃と比較して，舵麓35変の

場合を除けば一般に二枚舵を有する蒼龍の

方が優れている。しかも蒼龍D舵面穣は

12.25×2＝25平方米であって，飛寵、面俄

（41頁へ）
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一二船．と油乏

ら,･今後はもっと完全な給油法に切換える必要がある｡
給油量の一つの測定方法どしてはジリンダーの表面に煙
草の巻紙を1～2伐附着させて指で輕く押し，更に3枚
目を'0秒位押しで少量耐蒲する程度が大艘適量だとされ
ている｡

過剰給油の害はボイラーの汚損，ピストン，パヅキン

グ，リング等に多量のカーボンが堆積し結果釣にはり，ン

グステイツクを起し，更に蒸氣洩れ等の不都合な結果と

なる。又例え適量と目される量を供給したとしても匿欺
的な給油の場合にはシリンダーの廟粍を促進し，このこ

とは塒に新しいエンヂンの場合に最もひどい。

シリンダー油の適油量を下表に示す。

油船 と

一グラピヤ参照一

彦 ． 坂榮次

船舶用に使用される湖を先づその種額から分ければ燃刀
料と潤滑油があり，更に機關の種類によってレシプロ，戯
タービン’ヂーゼルと色を要求される油が異っている。と
從ってその一つ一つについて限られた紙面で述べる事は
仲を容易なこどではないから，ここでは極く簡単に機關
の種識別に現在日本FE使用されている潤滑淵を主として
述べて見たい6
周知の通り現在國内で販寅されている石油製品は國産‘

原油から製造した國産製品と，ガリオァ資金によって賄．
われている輪入製品があり，船舶月3に使用される潤滑油
もこれ迄は大部分がガリオアによる輸入製品であった6

1．往復運郵機關用油

船舶用に使用されるレシプロ機闘の型式は竪型で二聯

式'三聯式のも”最も多く'､使原蒸氣は過熱蒸氣を使
用･し復氷式のものが多い。
従って内部用油としては過熱シリンダー油を徳用し，

赦脂を混入したシリンダー油は使用しない方がよい。そり
､ご銘萌はグラピヤ5頁にある。但し蒸氣の睡力が低い場
合にはN.S5150も使用可能である。N､S5,50,N.S
5190,N.S5230は何れも油脂を混入しない純磯油であ

|ｼﾘﾝグーの綿さ
8×8

12×12

18×18

’ 1滴数/分 10時間の油量〔立
伊

0．．19．４
’
８
｜
油
一
別
一
鋤

0．35

0．7

1．0524X24

30×30 1．4

1．75如
一
妃

36×36

’ 2．142×42

従って内部用油としては過熱シリンダー油を徳用し，外部用の潤滑油は給油方法によ･って使用油に差異があ
赦脂を混入したシリンダー油は使用しない方がよい。そり，大隈下記の如くである。
､ご銘萌はグラピヤ5頁にある。但し蒸氣の睡力が低い場産餓マリンェンヂン油

1拝繍溌‘
1．手差，燈心，可

合にはN.S5150も使用可能である。N､S5,50,N.S
5190,N.S5230は何れも油脂を混入しない純磯油であ滴下給油法
り粘度は数値の大きい程濃厚である。 2．睡邊給油法蹴入品Ⅳ.S4065:
要求される油の性欣としては大腿

姶窪繍達灘“引火鮎..260｡C以上3．座釜循壊給油法
粘度レツドウツド150｡C54～609
残留炭素4．0％以下（現在日本ではこの型式のエンヂンはない）

のものが良好である。引火黙ば油の蒸發量に,粘度は潤大部分の機關はマリンエンヂン油を使用しており，こ
洲効果に脇係し，残留淡素はビスI､ンウング,パﾙプ等の油はモビール油級の破油に植物油脂に空氣を吹込み粕
に唯領するカーボンの多少か示し,之はなるべく少い方度を増加せしめた所謂重合伽旨を,5％内外混入し，水叉
がよいことは言うまでもない。 は蒸氣と接鯛した場合に良く鼠化して粘猫粘稠性を附與
シリンダーへの給油方法は現在でも除り進歩してなくせしめたもので，ベアリング部の作動温度はその乳化状

脅のままの不完全な型式が採用されているもの多く,そ態を見て剣別する事が出來る｡即ち白色吠態の場合には
の結果適格な給油が困難で或時は過剰給油となり，叉時良く，褐色状態となったらベアリングが極端に発熱して
には噴欺給汕の爲給汕量が過少となる場合がある｡給油いる證擁であり，この場合にI稲営な威置をすることが
量が多過ぎると復水に混入する恐があり，給油過少の場必要である。
合には不完全潤滑を起すことも想像される。機關の完全又マリンエンヂン油はホースシヨー型スラストペァリ
な遜縛腫憾儲に遁量を適確に給油する事が必要であるかングや金脳メダルを使用した比較的段隙の大きなスダー

向
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一般の科箏･一

ー

ﾝチミュープの潤滑用に叉デッキ機械の一部外部用等に使
用され船舶腱はなかな力､用途の多い油であ'る。・

2._講氣ﾀー ピﾝ擢關油

罷細用は例外なくギャードクーピンであり，陸上の發
雷用等に使用される直結式グーピ･ンとは使用油が異なり
ペァリシグ':スラスト，ギヤ一等一聯の潤滑諺するため
にグラピャ･5頁の如く粘度の濃いタービン油が一殻に使
府される。

タービン油に要求される鶴伏とじては，

’・ベアリング，ギヤーの雨方を充分に潤滑保謹し得
‘ること｡、

2．匿い温度範園で潤滑性を保持し得ること。
3．安定性の良いこと即ち抗酸ｲ雛，スラツヂの生成
が少ぃこ．と。

4．海水等の電解物質の存在のもとでもクーピン部分
・品を發鋳させないこ.と。・

5．潤滑面を腐蝕しないこと。

6．抗乳化度が大であること即ち油水の分離が良いこ
と。

76フオーミングの傾向が少》､こと。
8．脂職喪定性が良いこと。，

9.コンプレッサー’補助内燃護關等の潤滑にも非儲
の時に使用可能なること。

以上澤山の項目を塞げたが一瞬こ精製タービン汕なれ
ば大禮満足させることが出来るが，酸化と錆に對しては
如何に瀞製度を良くしても近年發達した添加剤入りのタ
ービン油には及ばない。

タービン汕劣化の過程を述冬れば新油は勿論抗乳化度
もよく，酸償も非常に少いが使用について色相が淡色か
ら次第に褐色となり酸償が上昇してくる｡汕は日光,建
氣腱さらして静霞しても除玲に酸億は上昇するものであ
り，蓮靭時に於けるタービン織郷の温度は普通130～
190｡F蝿閣内であるから営然伽劣化は起る。常識的
には"20｡F温度が上昇する毎に酸価の上昇度が倍の速度

総義悪蹴識麓嚇熱蕊灌
懸麓鴛塗篭薮駕難織雛べきである6』

酸慨が大きくなると何故悪いか，それは酸髄がJ_.昇す
るにつれて油の水に對する界面張力が下り油水の分離が
悪くなる。叉油の酸化によってアルコール，ケトン，有
機酸等を生成し金闘粒子ことに鐡銅類と金蹄鹸が形成
する。そのうち銅石鹸は最も酸化を促進しこれが溌媒的

な役割をしで更に劣化を促し蓬には褐色のスラツヂ或は
樹脂質，アスファルト質のものに鍵化し，冷却時に貯藏
タンク或怯冷却コイル等に附蔚し冷却効果を阻害する原

因となる。それ故に磯械的こ油中の異物をlil来るだけ除

去することが絶燈必要である。叉スラツヂの生成は漸進

的に促進するものであるから，タンク，冷却コイル等製
置丙の清掃は計霊的に且つ細心の注意をもって行う必要
がある。参考蚤でにアメリカで行われている方法を紹介
すると，

新しいエンヂンの場合

1，．部品の清掃用にはリンネル布以外は使用しない。
2．部品はすべて錆止め;酸化防止添伽割入りのター
ビン油を塗布しておく,パイプ類は酸で除錆，アル
カリで中和し水洗後乾燥，防錆、上貯職する。

8．組立後ブラッシングオイル（スピンドル油程度の
粘度の添加剤入りの油）とタービン油とを50％，50
％混合したものを張込み130｡F位までの温度に保ち

‘無負荷運輔を行い排出する。
4．新油を張込む。

古いエンヂンの場合

1．油抜換えの場合必ず前項の操作を行う。
2．定期的に掃除を行う場合には蒸氣を使用し，叉機
械的に堆漬物を除去し，3の項の操作を行いたる後
・新油を張込む。

以上の操作をすることはエンヂンの壽命，油の經斐の
節減に犬いに役立つものであり吾をとしては少くともこ
れに近い程度の操作を行うよう機關取扱青に望みたい。
次にフオーミングであるが,、フオーミングとは油中に

室氣ガ残留し油が泡立つことで，これは酸化の促進に關

連があり叉油睡調速機購の作動を不確賀'こする。フオー
ミングの原因としては

1．ポンプの吸入管がらの筌氣漏れ。

2，油槽.D油面が低すぎるために吸入管が露出するこ
と。

3．油槽、邇氣が不充分。

4．油槽への戻り管の位置が高過ぎる場合。

5．油睡調整蝿から出る油の放出速度が速過ぎること

等であり，以上の外補給油の闘係からフオーミングを起

すこともある。最近の嚥入ダーピン油中にはこのフオー

ミンヅ防止割を混入したものがあると稗せられているc

又フオムーミング防止割の外に酸化防止，發錆坊止剤を添

加したものもありその使用時間が著しく延長されている

ことは注目に値する。前記諭入油中のN.S2190Tはこ
れ等の添伽剤を混入したものである。猶添加剤入?グーピ

ン油に於て注意すべきは酸園の測定方法ガKOHのアル

■
ｒ
０
１

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

’

１
１
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ゴール溝液を使用する爲に添加剤のあるものは反應にあ

らわれ過大の数値を示すことがあるから從來の願念では

律せられないことである｡．

尚タービン油の抜換の時期に就ては色々 異った意見が
あり迩糯行われている方法としては酸債を測定し’･0以

上となったら取替えると言われているが次表によって判

定する事も一つの方法であると思う。‐

中．和 債 ’ ･5以上
ベンゾール不瀞解分0.01％以上

次．分 0 ． 01％以上

腐蝕試醗．不合格

粘庭メーカー の 推 薦 す

る“[粘度を超える時

取替時雄については椴械メーカーが猟薦する方法があれ

ば當然それによるべきであり,.ill.槽の大きさ使用油の性

"等にも左右されるものである。叉ク‘一ピン油の酸債上

昇度は當初タンクに入れた時に急激に上昇しその後は上

昇率は緩漫となるものであるも

3．ヂーゼル機關用油

舶'llの大型ヂーゼル溌關に使用される潤滑油は大腿ｸ『
ラビャ5頁の通りである。

この噺.N.S9000級の加とU､S.Aの表示のある油は

添力I剤入りの厨謂デグーヂエントオイルと稲するもので
あり，これ等の油は大麗次のような幾種もの性能をもっ
た添力!剤が混入されている。
（'）酸化防止潮

燐，姉黄，窒素等の化合物で腐蝕性有識酸の生成
を防ぎ油の酸化作用を抑制する。

（2）腐蝕防止割
燐，硫黄，窒素等の化合物で鉛，銅，銀，カドミ

ウ公等の合金材に有効であり鵬これ等の化合物がベ

アリング表面に腐蝕防止の被膜をつくり腐蝕防止剤
としての役割を演する。

（郡清淨剰
金筋の有機化合物でその働きは油中に酸化によっ

て發生したカーポンスラツヂの分散性を添力剛のも

つコロイド化学的保護作用によって促進し，湖.暗jD
凝集を防ぎエンヂン表面にカーポンスラツヂの附清
することを防ぐ働きをする。

(4)分散剤・

金闘の有機化合物で前記の清淨剤と同溌カーポン
スラツヂの粒子がかたまるのを防ぎ油中に懸垂伏態

にさせる働きをする。．

(6)耐極匪剤

一諾と．油一

ハロケン，硫黄，窒素，燐等の化合物で油膜を弧

靭にしエンヂンの磨霜スカツフイング等を防止ず
S

ろ◎

これ等の添伽割の入ったN・S9000駁の油は現在主と

してLSTエンヂン用として限られており,,最近一部鯨

出船舶試運鱒用として三井造艦,西日本重工長崎で使用
されたが結果は非傭に良好である。然しながら通常低速
ヂーゼル機照用としてよりは高速ヂーゼル機關用特に潤
滑方式が潔式（ウエツトサンプ）の場昔に素晴しい効果

がある清淨剤は推積カーポンスラツヂを油中に間垂し海

遊状にするため油の汚れを磯披的に除去す．ることが割合

に困難であるに對し清浄剤の入っていない油はフィルタ

ー其他で容易に除去することが出來る｡､この事は清淨装

置の完備した船舶に於てはデターヂエントオイルよりも

交換時期が延長出來運航經費を節減出來ると思う。叉デ

グーヂエントでなくても酸化防止割或は極睡添茄剤を混、

入した優秀な潤1．油が得られれば吾冷から考えると試運

轍の場合を除きデクーヂエント以外の潤滑油を推薦した

い。むしろデグーヂエントオイルは自動車用ヂーゼルエ

ンヂンに一日も早く使用旧來る事を望んでいる。
ヂーゼルエンヂン油として要求される性状としては，

1．安定性のよいこと。

2．引火鮎の高いこと。

，ﾌｫー§ﾝグの囑向の少ぃこと。『蕊
、4．適正な粘度を有すること。

5､粘度指数が高いことざ

6．凝固熱が低いこと。r鐵
・ミ．．、..i

7．残留炭素が少いこと。．、槻：‘

8．次分の少いこと。

等である。大型低速ヂーゼル機關のシリンダーの給油も

蒸氣機關と同厳適量を適砿に邊り込むことが絶魑必喪で

あり，過剰過少給油は敵陣p原因なるがら充分注意せね

ばならない。

以上ﾚｼブﾛ，タービン,デー ゼﾙ各主駿關の潤滑油
に就でそのあらましを述べたが》．この他主要動力装置の

補助機瞭,､主機礎以外④機駿設倣等に使用する潤滑油，

グリース類があり，鍋脳に用いる油は非栴に謹顔が多い
出來得れば一括記戦した方がよいがこれ等iこついては維

面の都合で他の機会にゆずり割愛することとする。

最後に船舶用に使用する潤滑油の幽伏を示せばグラピ
ヤ5頁の通りである。（日本石油誉業部技術部長）

－－－－－－

訂 正

本誌3月鋭の39頁山下勇氏は三井造船造磯部長(課長は誤
り）に付訂正致します。．
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